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20歳を迎えられました。
12月定例会の審査報告 ・・・・・・・・・・・・

議会の活動報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

9名の議員が町政を問う ・・・・・・・・・
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能登半島地震で被災された皆様に
謹んでお見舞い申し上げます。
一日も早く平穏な生活に戻られます
ことをお祈り申し上げます。
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厚
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委
員
会（
12
月
７
日
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委
員
会
審
査
報
告

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定

　
（
柿
野
義
直
）介
護
を
必
要
と
す
る

人
、ケ
ア
す
る
人
の
把
握
の
状
況
は
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）現
時
点
で
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。高
齢
者
の
介
護
の

関
係
は
次
の
図
の
と
お
り
。

実
態
把
握
は
、今
後
実
施
し
てい
き
た
い
。

　
（
中
尾
昌
廣
）引
き
こ
もって
い
る

か
た
の
数
の
把
握
は
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）公
式
に
調
査
を

し
て
い
な
い
た
め
把
握
し
て
い
な
い
。

条
例
施
行
後
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
（
中
尾
昌
廣
）実
態
を
把
握
す
る

だ
け
で
な
く
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
い
く
の
か
具
体
的
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）具
体
的
に
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

て
、地
域
社
会
で
の
支
援
体
制
を
強
化

す
る
方
針
。現
在
、包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
地
域
の
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
士

等
と
連
携
し
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
し
て
い
る
。全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
を

支
援
す
る
た
め
、令
和
６
年
度
よ
り
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
ケ
ア

ラ
ー
の
相
談
支
援
、連
携
体
制
の
構
築

を
追
加
し
て
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　
（
石
松
雄
太
）ケ
ア
ラ
ー
や
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
と

思
う
が
、全
て
の
相
談
窓
口
が
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
いい
の
か
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
内
容
に
ケ
ア
ラ

ー
の
相
談
支
援
、連
携
体
制
の
構
築

業
務
を
追
加
す
る
予
定
だ
が
、こ
こ

だ
け
が
相
談
窓
口
で
は
な
い
。従
前

か
ら
行
政
の
各
部
署
、教
育
委
員
会

な
ど
で
も
対
応
し
て
い
る
。

学
習
等
供
用
施
設
条
例
の一部
を
改
正

　
（
柿
野
義
直
）公
共
施
設
の
統
廃

合
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
祓
郷
地

区
の
学
習
等
供
用
施
設
が
廃
止
さ
れ

た
が
、学
習
等
供
用
施
設
は
全
部
な

く
す
の
か
。

　
（
教
育
長
）公
共
施
設
再
配
置
計

画
に
則
って
、た
だ
機
械
的
に
統
廃
合

を
お
こ
な
う
だ
け
で
な
く
、地
域
の
人

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

敬
老
祝
金
条
例
の
全
部
を
改
正

　
（
柿
野
直
子
）該
当
者
に
は
ど
の

よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）従
前
と
変
わ
り

な
く
、郵
送
で
住
所
地
に
送
付
す
る
。

　
（
柿
野
直
子
）独
居
老
人
の
場
合
、

封
書
が
き
て
も
見
過
ご
す
恐
れ
が
あ

る
た
め
、十
分
な
周
知
を
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）住
所
、氏
名
、

振
込
口
座
の
確
認
を
返
送
に
よ
り
し

て
も
ら
っ
て
い
る
が
、返
送
さ
れ
て
こ

な
い
場
合
は
、再
度
、再
々
度
の
案
内

を
し
て
い
る
。

　
（
石
松
雄
太
）給
付
申
請
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
なって
い
る
が
、

申
請
な
し
で
一律
に
振
込
む
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
高
齢
者
支
援
係
が
協

力
し
て
申
請
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
十

分
配
慮
し
て
い
る
。

答 問答 問

問答問答

問答

問答問答

総
務
産
業
常
任
委
員
会（
12
月
８
日
）

み
や
こ
町
が
設
置
す
る
基
金
の
運
用

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
（
梅
本
智
明
）
法
第
２
４
１
条
第

１
項
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み

立
て
る
基
金
の
こ
と
だ
と
思
う
が
、

本
町
の
基
金
で
対
象
と
な
ら
な
い
基

金
は
あ
る
の
か
。

　
（
会
計
課
長
）
町
の
設
置
し
て
い

る
41
の
基
金
全
て
が
対
象
。対
象
と
な

ら
な
い
基
金
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
（
梅
本
智
明
）
特
例
運
用
を
お
こ

な
わ
な
い
も
の
と
し
て
、「
基
金
の
性

質
上
特
例
運
用
を
行
う
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
く
な
い
場
合
」と「
特
段
の
事
情

を
有
す
る
場
合
」と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
基
金
か
。

　
（
会
計
課
長
）「
基
金
の
性
質
上
特

例
運
用
を
行
う
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
く

な
い
場
合
」は
、取
り
崩
し
と
積
み
立

て
を
頻
繁
に
お
こ
な
っ
て
い
る
基
金
や

特
定
財
源
を
利
用
し
て
積
み
立
て
て

い
る
基
金
。「
特
段
の
事
情
を
有
す
る

場
合
」は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し

た「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」が
該
当

す
る
。

　
（
熊
谷
み
え
子
）
目
的
基
金
は
そ

の
目
的
で
し
か
使
え
な
い
基
金
で
あ

る
が
、そ
の
金
利
を
別
に
使
う
と
い
う

の
は
そ
の
目
的
か
ら
外
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
（
町
長
）
目
的
基
金
の
金
利
を
そ

の
目
的
以
外
の
こ
と
に
使
う
た
め
に
こ

の
条
例
を
制
定
す
る
。

課
設
置
条
例
等
の一部
を
改
正

　
（
六
田
一
美
）
観
光
ま
ち
づ
く
り

課
が
廃
止
さ
れ
る
と
あ
る
が
、町
内
外

の
人
に
知って
も
ら
う
た
め
に
は「
観

光
」と
い
う
名
称
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
（
町
長
）
観
光
に
関
す
る
業
務
は

産
業
振
興
課
で
引
き
続
き
お
こ
な
う
。

住
民
に
わ
か
り
や
す
く
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
。

　
（
熊
谷
み
え
子
）
支
所
窓
口
の
対

応
を
充
実
と
し
て
い
た
が
、支
所
業

務
は
住
民
課
の
対
応
だ
け
で
は
な
い
。

今
後
の
見
通
し
は
。

　
（
総
務
課
長
）
支
所
業
務
の
主
な

も
の
は
各
種
届
出
や
相
談
。各
種
届

出
は
、従
前
の
業
務
に
加
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ

等
を
用
い
て
本
庁
と
連
携
し
お
こ
な

う
。相
談
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
端
末

を
用
い
た
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正

　
（
熊
谷
み
え
子
）
職
員
は
遡
及
す

る
と
なって
い
る
が
、会
計
年
度
任
用

職
員
も
遡
及
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

は
。

　
（
総
務
課
長
）
年
度
内
に
給
料
表

お
よ
び
期
末
手
当
の
改
定
が
お
こ
な

わ
れ
た
場
合
、翌
年
度
に
適
用
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。適
用
に
つ
い
て
は
、

県
や
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

監
査
委
員
条
例
の
全
部
を
改
正

　
（
梅
本
智
明
）
現
在
、
定
例
監
査

は
毎
年
４
月
と
10
月
の
年
２
回
お
こ

な
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。改
正
で
は
、

毎
年
４
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
間

に
お
こ
な
う
と
い
う
規
定
だ
が
、年

何
回
お
こ
な
う
の
か
。

　
（
総
合
行
政
委
員
会
事
務
局
長
）

監
査
期
日
を
実
施
月
で
規
定
し
て
い

た
こ
と
で
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と

き
に
日
程
を
ず
ら
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。そ
の
た
め
、期
間
で
の
規
定

と
し
た
。監
査
の
回
数
は
年
２
回
お

こ
な
う
予
定
。

そ
　きゅう

そ
　　きゅう
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金
で
対
象
と
な
ら
な
い
基

金
は
あ
る
の
か
。

　
（
会
計
課
長
）
町
の
設
置
し
て
い

る
41
の
基
金
全
て
が
対
象
。対
象
と
な

ら
な
い
基
金
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
（
梅
本
智
明
）
特
例
運
用
を
お
こ

な
わ
な
い
も
の
と
し
て
、「
基
金
の
性

質
上
特
例
運
用
を
行
う
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
く
な
い
場
合
」と「
特
段
の
事
情

を
有
す
る
場
合
」と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
基
金
か
。

　
（
会
計
課
長
）「
基
金
の
性
質
上
特

例
運
用
を
行
う
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
く

な
い
場
合
」は
、取
り
崩
し
と
積
み
立

て
を
頻
繁
に
お
こ
な
っ
て
い
る
基
金
や

特
定
財
源
を
利
用
し
て
積
み
立
て
て

い
る
基
金
。「
特
段
の
事
情
を
有
す
る

場
合
」は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し

た「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」が
該
当

す
る
。

　
（
熊
谷
み
え
子
）
目
的
基
金
は
そ

の
目
的
で
し
か
使
え
な
い
基
金
で
あ

る
が
、そ
の
金
利
を
別
に
使
う
と
い
う

の
は
そ
の
目
的
か
ら
外
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
（
町
長
）
目
的
基
金
の
金
利
を
そ

の
目
的
以
外
の
こ
と
に
使
う
た
め
に
こ

の
条
例
を
制
定
す
る
。

課
設
置
条
例
等
の一部
を
改
正

　
（
六
田
一
美
）
観
光
ま
ち
づ
く
り

課
が
廃
止
さ
れ
る
と
あ
る
が
、町
内
外

の
人
に
知って
も
ら
う
た
め
に
は「
観

光
」と
い
う
名
称
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
（
町
長
）
観
光
に
関
す
る
業
務
は

産
業
振
興
課
で
引
き
続
き
お
こ
な
う
。

住
民
に
わ
か
り
や
す
く
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
。

　
（
熊
谷
み
え
子
）
支
所
窓
口
の
対

応
を
充
実
と
し
て
い
た
が
、支
所
業

務
は
住
民
課
の
対
応
だ
け
で
は
な
い
。

今
後
の
見
通
し
は
。

　
（
総
務
課
長
）
支
所
業
務
の
主
な

も
の
は
各
種
届
出
や
相
談
。各
種
届

出
は
、従
前
の
業
務
に
加
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ

等
を
用
い
て
本
庁
と
連
携
し
お
こ
な

う
。相
談
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
端
末

を
用
い
た
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正

　
（
熊
谷
み
え
子
）
職
員
は
遡
及
す

る
と
なって
い
る
が
、会
計
年
度
任
用

職
員
も
遡
及
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

は
。

　
（
総
務
課
長
）
年
度
内
に
給
料
表

お
よ
び
期
末
手
当
の
改
定
が
お
こ
な

わ
れ
た
場
合
、翌
年
度
に
適
用
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。適
用
に
つ
い
て
は
、

県
や
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

監
査
委
員
条
例
の
全
部
を
改
正

　
（
梅
本
智
明
）
現
在
、
定
例
監
査

は
毎
年
４
月
と
10
月
の
年
２
回
お
こ

な
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。改
正
で
は
、

毎
年
４
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
間

に
お
こ
な
う
と
い
う
規
定
だ
が
、年

何
回
お
こ
な
う
の
か
。

　
（
総
合
行
政
委
員
会
事
務
局
長
）

監
査
期
日
を
実
施
月
で
規
定
し
て
い

た
こ
と
で
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と

き
に
日
程
を
ず
ら
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。そ
の
た
め
、期
間
で
の
規
定

と
し
た
。監
査
の
回
数
は
年
２
回
お

こ
な
う
予
定
。

そ
　きゅう

そ
　　きゅう
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令和５年第５回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
　令和5年第5回定例会を12月4日から12月15日までの12日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。

議長は採決に加わらない。〇は賛成、●は反対、欠は欠席。

議案名

議員名
柿
野

　直
子

六
田

　一
美

石
松

　雄
太

小
田

　勝
彦

飯
本

　秀
夫

中
尾

　昌
廣

大
束

　英
壽

原
田

　和
美

岩
村
宗
一
郎

柿
野

　義
直

熊
谷
み
え
子

梅
本

　智
明

松
本

　
　潤

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町ケアラー支援条例の制定について

みやこ町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町が設置する基金の運用の特例に関する条例の
制定について

みやこ町課設置条例等の一部を改正する条例の制定について

みやこ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例の制定について
みやこ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について

みやこ町学習等供用施設条例の一部を改正する条例の
制定について
みやこ町豊津地域水泳プール施設条例の一部を改正す
る条例の制定について
みやこ町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
みやこ町敬老祝金条例の全部を改正する条例の制定について

みやこ町監査委員条例の全部を改正する条例の制定について
令和５年度みやこ町一般会計補正予算（第５号）
令和５年度みやこ町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

令和５年度みやこ町介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）

みやこ町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の
制定について

令和５年度みやこ町一般会計補正予算（第６号）

議決
結果

熊谷みえ子 議員
賛 成 討 論

会計年度任用職員の時給が最低賃金を下回ることのないよう「最低賃金を考慮する」旨の総務省通達がされ
ています。人事院は民間給与や労働条件の実態を調査し「生計費原則」「民間準拠」をもとに賃金改定などを勧
告しますが、物価高騰を上回る大幅な引き上げになっていません。
2022年10月改定の福岡県最低賃金９００円では、フルタイム勤務、年間１,８００時間働いても、年収は１６０万円程

度であり、2023年 10月の最賃９４１円になっても「健康で文化的な生活」を保障するものとなっていません。
会計年度任用職員に対する賃金の『遡及支給』の検討を求めます。
参議院総務委員会でも「会計年度任用職員の４月遡及分を含む賃金改定については、補正予算を組んでおり、

地方交付税の増額で対応する。地方団体の財政運営に支障が出ないようしっかりと対応する。」と総務大臣が答弁
しています。

議案第６８号　みやこ町会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

問答

問答問答問答

問答問答

問答問答

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
12
月
11
日
）

令
和
５
年
度一般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
補
正
予
算
額
（
総
額
）

３
億
１
１
６
２
万
１
０
０
０
円

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
補
正
予
算
額
（
総
額
）２

１
３
６
万
円

令
和
５
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
補
正
予
算
額
（
総
額
）

　
１
３
６
９
万
９
０
０
０
円

【 

総
務
費 

】

　
（
柿
野
義
直
）
支
所
機
能
の
充
実

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料
に

つ
い
て
。現
在
、支
所
機
能
と
し
て
は
、

い
ろ
ん
な
仕
事
を
こ
な
せ
る
状
況
に

なって
い
る
の
か
。

　
（
総
務
課
長
）
現
在
、全
て
同
一
に

で
き
る
状
況
で
は
な
い
。今
回
の
取
組

み
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
本
庁
で
お
こ

な
って
い
た
業
務
を
支
所
で
お
こ
な
え

る
よ
う
に
拡
充
し
て
い
く
予
定
。

　
今
回
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
り
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
相
談
業
務
を
お
こ
な
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、各
支
所
に
オ
ン

ラ
イ
ン
端
末
を
設
置
す
る
。

　
（
柿
野
義
直
）
今
後
、支
所
機
能

と
し
て
ど
う
い
う
こ
と
を
やって
い
く

の
か
。

　
（
総
務
課
長
）
現
在
、各
課
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、支
所
機

能
の
拡
充
に
つ
い
て
詳
細
な
詰
め
を
お

こ
な
って
い
る
と
こ
ろ
。

【 
農
業
振
興
費 

】

　
（
熊
谷
み
え
子
）
ワ
ン
ヘ
ル
ス
と

水
田
農
業
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
つ
い
て
。

県
の
新
規
事
業
と
し
て
、ペ
レッ
ト
化

し
た
堆
肥
と
なって
い
る
が
、具
体
的

に
町
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。ペ

レット
化
す
る
と
予
算
が
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
（
農
林
業
振
興
課
長
）
今
回
は
ワ

ン
ヘ
ル
ス
に
関
連
す
る
機
械
導
入
に
対

す
る
補
助
を
お
こ
な
う
。こ
の
機
械
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
後
に
堆
肥
等
を
散
布

す
る
機
械
を
導
入
し
、農
地
に
堆
肥
を

す
き
込
ん
で
い
く
と
い
う
も
の
。ペ
レッ

ト
化
に
対
す
る
事
業
に
手
を
挙
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

　
（
柿
野
直
子
）「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」

の
説
明
を
。

　
（
農
林
業
振
興
課
長
）
人
間
の
健

康
と
動
物
の
健
康
、そ
れ
と
自
然
環

境
は
一
体
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、総
合
的
に
考
え
て
事
業
を

進
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

【 

臨
時
財
政
対
策
債 

】

　
（
柿
野
義
直
）
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
額
と
い
う
こ
と
だ
が
、現
在

の
金
額
は
。

　
（
財
政
課
長
）前
年
度
末
現
在
で
、

約
42
億
９
４
０
０
万
円
。普
通
交
付

税
の
不
足
分
を
臨
時
財
政
対
策
債
と

し
て
借
入
れ
し
、後
年
、そ
の
借
入
れ

分
と
利
息
を
基
準
財
政
需
要
額
に
算

定
を
お
こ
な
う
と
い
う
も
の
。

　
（
柿
野
義
直
）
今
回
の
お
よ
そ
２

２
０
０
万
円
の
減
額
の
根
拠
は
。

　
（
財
政
課
長
）
普
通
交
付
税
の
算

定
を
す
る
と
き
に
、臨
時
財
政
対
策
債

につ
い
て
も
当
該
年
度
に
借
入
れ
で
き

る
限
度
額
の
算
定
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

そ
の
計
算
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
金
額

と
当
初
予
算
額
の
差
額
の
補
正
。

【 

介
護
保
険
事
業 

】

　
（
熊
谷
み
え
子
）
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
につ
い
て
。今
、保
険
の
２
割

負
担
や
、介
護
認
定
の
内
容
の
変
更

な
ど
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
改
修
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）
負
担
割
合

等
に
つ
い
て
は
、今
、国
の
ほ
う
で
検

討
中
で
あ
る
。今
回
の
補
正
予
算
の

内
容
は
、訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
が

新
た
に
始
ま
る
の
で
、そ
の
対
応
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
。

　
（
熊
谷
み
え
子
）
訪
問
と
通
所
型

の
説
明
を
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）
訪
問
介
護
の

利
用
者
に
通
所
を
し
て
も
ら
う
。ま

た
、機
能
訓
練
等
の
状
況
を
踏
ま
え

た
支
援
と
い
う
こ
と
で
、事
業
所
の

ほ
う
か
ら
自
宅
に
訪
問
に
行
く
と
い

う
よ
う
な
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

る
と
い
う
も
の
。
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令和５年第５回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
　令和5年第5回定例会を12月4日から12月15日までの12日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。

議長は採決に加わらない。〇は賛成、●は反対、欠は欠席。

議案名

議員名
柿
野

　直
子

六
田

　一
美

石
松

　雄
太

小
田

　勝
彦

飯
本

　秀
夫

中
尾

　昌
廣

大
束

　英
壽

原
田

　和
美

岩
村
宗
一
郎

柿
野

　義
直

熊
谷
み
え
子

梅
本

　智
明

松
本

　
　潤

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町ケアラー支援条例の制定について

みやこ町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町が設置する基金の運用の特例に関する条例の
制定について

みやこ町課設置条例等の一部を改正する条例の制定について

みやこ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例の制定について
みやこ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について

みやこ町学習等供用施設条例の一部を改正する条例の
制定について
みやこ町豊津地域水泳プール施設条例の一部を改正す
る条例の制定について
みやこ町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
みやこ町敬老祝金条例の全部を改正する条例の制定について

みやこ町監査委員条例の全部を改正する条例の制定について
令和５年度みやこ町一般会計補正予算（第５号）
令和５年度みやこ町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

令和５年度みやこ町介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）

みやこ町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の
制定について

令和５年度みやこ町一般会計補正予算（第６号）

議決
結果

熊谷みえ子 議員
賛 成 討 論

会計年度任用職員の時給が最低賃金を下回ることのないよう「最低賃金を考慮する」旨の総務省通達がされ
ています。人事院は民間給与や労働条件の実態を調査し「生計費原則」「民間準拠」をもとに賃金改定などを勧
告しますが、物価高騰を上回る大幅な引き上げになっていません。
2022年10月改定の福岡県最低賃金９００円では、フルタイム勤務、年間１,８００時間働いても、年収は１６０万円程

度であり、2023年 10月の最賃９４１円になっても「健康で文化的な生活」を保障するものとなっていません。
会計年度任用職員に対する賃金の『遡及支給』の検討を求めます。
参議院総務委員会でも「会計年度任用職員の４月遡及分を含む賃金改定については、補正予算を組んでおり、

地方交付税の増額で対応する。地方団体の財政運営に支障が出ないようしっかりと対応する。」と総務大臣が答弁
しています。

議案第６８号　みやこ町会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

問答

問答問答問答

問答問答

問答問答

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
12
月
11
日
）

令
和
５
年
度一般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
補
正
予
算
額
（
総
額
）

３
億
１
１
６
２
万
１
０
０
０
円

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
補
正
予
算
額
（
総
額
）２

１
３
６
万
円

令
和
５
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
補
正
予
算
額
（
総
額
）

　
１
３
６
９
万
９
０
０
０
円

【 

総
務
費 

】

　
（
柿
野
義
直
）
支
所
機
能
の
充
実

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料
に

つ
い
て
。現
在
、支
所
機
能
と
し
て
は
、

い
ろ
ん
な
仕
事
を
こ
な
せ
る
状
況
に

なって
い
る
の
か
。

　
（
総
務
課
長
）
現
在
、全
て
同
一
に

で
き
る
状
況
で
は
な
い
。今
回
の
取
組

み
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
本
庁
で
お
こ

な
って
い
た
業
務
を
支
所
で
お
こ
な
え

る
よ
う
に
拡
充
し
て
い
く
予
定
。

　
今
回
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
り
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
相
談
業
務
を
お
こ
な
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、各
支
所
に
オ
ン

ラ
イ
ン
端
末
を
設
置
す
る
。

　
（
柿
野
義
直
）
今
後
、支
所
機
能

と
し
て
ど
う
い
う
こ
と
を
やって
い
く

の
か
。

　
（
総
務
課
長
）
現
在
、各
課
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、支
所
機

能
の
拡
充
に
つ
い
て
詳
細
な
詰
め
を
お

こ
な
って
い
る
と
こ
ろ
。

【 

農
業
振
興
費 

】

　
（
熊
谷
み
え
子
）
ワ
ン
ヘ
ル
ス
と

水
田
農
業
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
つ
い
て
。

県
の
新
規
事
業
と
し
て
、ペ
レッ
ト
化

し
た
堆
肥
と
なって
い
る
が
、具
体
的

に
町
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。ペ

レット
化
す
る
と
予
算
が
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
（
農
林
業
振
興
課
長
）
今
回
は
ワ

ン
ヘ
ル
ス
に
関
連
す
る
機
械
導
入
に
対

す
る
補
助
を
お
こ
な
う
。こ
の
機
械
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
後
に
堆
肥
等
を
散
布

す
る
機
械
を
導
入
し
、農
地
に
堆
肥
を

す
き
込
ん
で
い
く
と
い
う
も
の
。ペ
レッ

ト
化
に
対
す
る
事
業
に
手
を
挙
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

　
（
柿
野
直
子
）「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」

の
説
明
を
。

　
（
農
林
業
振
興
課
長
）
人
間
の
健

康
と
動
物
の
健
康
、そ
れ
と
自
然
環

境
は
一
体
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、総
合
的
に
考
え
て
事
業
を

進
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

【 

臨
時
財
政
対
策
債 

】

　
（
柿
野
義
直
）
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
額
と
い
う
こ
と
だ
が
、現
在

の
金
額
は
。

　
（
財
政
課
長
）前
年
度
末
現
在
で
、

約
42
億
９
４
０
０
万
円
。普
通
交
付

税
の
不
足
分
を
臨
時
財
政
対
策
債
と

し
て
借
入
れ
し
、後
年
、そ
の
借
入
れ

分
と
利
息
を
基
準
財
政
需
要
額
に
算

定
を
お
こ
な
う
と
い
う
も
の
。

　
（
柿
野
義
直
）
今
回
の
お
よ
そ
２

２
０
０
万
円
の
減
額
の
根
拠
は
。

　
（
財
政
課
長
）
普
通
交
付
税
の
算

定
を
す
る
と
き
に
、臨
時
財
政
対
策
債

につ
い
て
も
当
該
年
度
に
借
入
れ
で
き

る
限
度
額
の
算
定
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

そ
の
計
算
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
金
額

と
当
初
予
算
額
の
差
額
の
補
正
。

【 

介
護
保
険
事
業 

】

　
（
熊
谷
み
え
子
）
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
につ
い
て
。今
、保
険
の
２
割

負
担
や
、介
護
認
定
の
内
容
の
変
更

な
ど
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
改
修
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）
負
担
割
合

等
に
つ
い
て
は
、今
、国
の
ほ
う
で
検

討
中
で
あ
る
。今
回
の
補
正
予
算
の

内
容
は
、訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
が

新
た
に
始
ま
る
の
で
、そ
の
対
応
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
。

　
（
熊
谷
み
え
子
）
訪
問
と
通
所
型

の
説
明
を
。

　
（
保
険
福
祉
課
長
）
訪
問
介
護
の

利
用
者
に
通
所
を
し
て
も
ら
う
。ま

た
、機
能
訓
練
等
の
状
況
を
踏
ま
え

た
支
援
と
い
う
こ
と
で
、事
業
所
の

ほ
う
か
ら
自
宅
に
訪
問
に
行
く
と
い

う
よ
う
な
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

る
と
い
う
も
の
。
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日　時　11 月 22 日㊌ 10 時 30 分～ 15 時

場　所　博多サンヒルズホテル（福岡市博多区）

参加者　石松　雄太　　柿野　直子

　　　　松本　　潤

報告者　松本　　潤委員

広報紙制作の基本ポイント ｸ ﾗ゙ﾌｨｯｸﾃ ｻ゙ ｲ゙ﾅｰ
長岡　光弘氏

福岡県町村議会広報研修会
日　時　11 月 20 日㊊ 10 時～ 11 時 30 分

場　所　京都郡苅田町議会

参加者　田中　勝馬　　梅本　智明　　熊谷みえ子

　　　　 原田　和美　　柿野　義直　　大束　英壽

　　　　 飯本　秀夫　　小田　勝彦　　石松　雄太

　　　　 六田　一美　　柿野　直子　　松本　　潤

　　　　 岩村宗一郎

報告者　石松　雄太議員

苅田町議会へ１１月２０日『タブレット端末導入に
関する』議会研修へ行かせていただきました！

２０２３年１１月２２日に福岡県町村議会議長会主催の
「町村議会広報研修会」に参加させて頂きました。

「広報紙制作の基本ポイント」をテーマとし、広報
紙の基礎の基礎！を学んできました。

みやこ町でも住民の方々に興味を持ってもらい、一
人でも多くの方に手に取ってもらえるよう広報紙の制
作・企画には全力を尽くしておりますが、まだまだ未
熟で力不足です。

どうしたら興味を持ってもらえるか、どうしたら手
に取ってもらえるかを常に考えており、住民の方に「見
たい」「知りたい」と思ってもらえるよう大切なのは、

『伝える力！』をこれからも磨いてまいります。住民の
ニーズをしっかりと捉え、心地
よい住民目線、センス感じる企
画編集を行い、みんなが見や
すい広報紙をこれからも目指
していきます。

令和３年度より議会運営にペーパーレス会議シ
ステムを活用したタブレット端末を導入。

ペーパーレスの推進および業務の効率化に取組
み、令和５年１２月の定例議会から本格運用を開始。

タブレット端末の導入に至るまで

ペーパーレス会議システムの導入にあたり、苅
田町議会の議員と事務局職員の方々へ、実際に
使用する上での感想を聞くことができました。

今後、本町でも議会運営にタブレット端末を活
用していく方向ですので、先進的に取り組んでい
る苅田町議会のタブレット端末導入にあたっての
メリット・デメリット等を伺い、今後に繋がる有意
義な時間になりました。

タブレット端末の導入、その後

私自身の感想としましては、ペーパーレスはも
ちろん、費用面など含めトータルコスト削減に繋
がるだけではなく、議会運営の効率化が期待でき
るのではと思っているところであります。

研修を終えて

議会ペーパーレス化視察研修

研修を快く受け入れてくださった苅田町議会様
ありがとうございました！広報研修会　博多サンヒルズホテルにて

◀
視
察
研
修
風
景

◀
視
察
研
修
風
景

令和５年度みやこ町立犀川小学校研究発表会

第12回みやこ町老連スポーツ大会

令和５年度ふれあい運動会

第25回崎山ひまわり祭り

みやこ町老連グランドゴルフ大会

みやこ町ふれあいふくしまつり2023

暴力団追放！地域決起会議（北九州地区）

文教厚生常任委員会

福岡県町村議会議長会　第３回理事会

京都郡町議会議長会　議員研修会

国道201号対策特別委員会

基地対策特別委員会

第56回全国過疎地域連盟　総会

県議会主催　議会関係ハラスメント根絶のための議員研修会

行橋京都メディカルセンター組合議会　定例会

第16回みやこ町産業祭　よってこ犀祭ｉｎみやこ

第18回みやこ町犀川マラソン大会

全員協議会　視察研修(苅田町議会)

福岡県町村議会議長会　町村議会広報研修会

みやこ町都市計画審議会

第２回みやこ千人鍋芋煮会

令和５年度第３回京築広域市町村圏事務組合議会　定例会

第67回町村議会議長会　全国大会

第15回みやこ町愛郷音楽祭

みやこ町社会福祉協議会　第４回理事会

１０月から１２月までの議会及び議長の主な活動を報告します。
活　動　報　告

10月６日(金)

10月７日(土)

10月20日(金)

10月21日(土)

10月26日(木)

10月27日(金)

11月１日(水)

11月６日(月)

11月７日(火)

11月13日(月)

11月18日(土)

　～19日(日)

11月19日(日)

11月20日(月)

11月22日(水)

11月25日(土)

11月27日(月)

11月29日(水)

12月16日(土)

12月19日(火)

議会の活動を報告します！議会の活動を報告します！議会の活動を報告します！

件　　　　　名月　　　日

みやこ町ふれあいふくしまつり2023

第16回みやこ町産業祭
よってこ犀祭ｉｎみやこ

第15回みやこ町愛郷音楽祭

みやこ町議会だより　第77号　6



日　時　11 月 22 日㊌ 10 時 30 分～ 15 時

場　所　博多サンヒルズホテル（福岡市博多区）

参加者　石松　雄太　　柿野　直子

　　　　松本　　潤

報告者　松本　　潤委員

広報紙制作の基本ポイント ｸ ﾗ゙ﾌｨｯｸﾃ ｻ゙ ｲ゙ﾅｰ
長岡　光弘氏

福岡県町村議会広報研修会
日　時　11 月 20 日㊊ 10 時～ 11 時 30 分

場　所　京都郡苅田町議会

参加者　田中　勝馬　　梅本　智明　　熊谷みえ子

　　　　 原田　和美　　柿野　義直　　大束　英壽

　　　　 飯本　秀夫　　小田　勝彦　　石松　雄太

　　　　 六田　一美　　柿野　直子　　松本　　潤

　　　　 岩村宗一郎

報告者　石松　雄太議員

苅田町議会へ１１月２０日『タブレット端末導入に
関する』議会研修へ行かせていただきました！

２０２３年１１月２２日に福岡県町村議会議長会主催の
「町村議会広報研修会」に参加させて頂きました。

「広報紙制作の基本ポイント」をテーマとし、広報
紙の基礎の基礎！を学んできました。

みやこ町でも住民の方々に興味を持ってもらい、一
人でも多くの方に手に取ってもらえるよう広報紙の制
作・企画には全力を尽くしておりますが、まだまだ未
熟で力不足です。

どうしたら興味を持ってもらえるか、どうしたら手
に取ってもらえるかを常に考えており、住民の方に「見
たい」「知りたい」と思ってもらえるよう大切なのは、

『伝える力！』をこれからも磨いてまいります。住民の
ニーズをしっかりと捉え、心地
よい住民目線、センス感じる企
画編集を行い、みんなが見や
すい広報紙をこれからも目指
していきます。

令和３年度より議会運営にペーパーレス会議シ
ステムを活用したタブレット端末を導入。

ペーパーレスの推進および業務の効率化に取組
み、令和５年１２月の定例議会から本格運用を開始。

タブレット端末の導入に至るまで

ペーパーレス会議システムの導入にあたり、苅
田町議会の議員と事務局職員の方々へ、実際に
使用する上での感想を聞くことができました。

今後、本町でも議会運営にタブレット端末を活
用していく方向ですので、先進的に取り組んでい
る苅田町議会のタブレット端末導入にあたっての
メリット・デメリット等を伺い、今後に繋がる有意
義な時間になりました。

タブレット端末の導入、その後

私自身の感想としましては、ペーパーレスはも
ちろん、費用面など含めトータルコスト削減に繋
がるだけではなく、議会運営の効率化が期待でき
るのではと思っているところであります。

研修を終えて

議会ペーパーレス化視察研修

研修を快く受け入れてくださった苅田町議会様
ありがとうございました！広報研修会　博多サンヒルズホテルにて

◀
視
察
研
修
風
景

◀
視
察
研
修
風
景

令和５年度みやこ町立犀川小学校研究発表会

第12回みやこ町老連スポーツ大会

令和５年度ふれあい運動会

第25回崎山ひまわり祭り

みやこ町老連グランドゴルフ大会

みやこ町ふれあいふくしまつり2023

暴力団追放！地域決起会議（北九州地区）

文教厚生常任委員会

福岡県町村議会議長会　第３回理事会

京都郡町議会議長会　議員研修会

国道201号対策特別委員会

基地対策特別委員会

第56回全国過疎地域連盟　総会

県議会主催　議会関係ハラスメント根絶のための議員研修会

行橋京都メディカルセンター組合議会　定例会

第16回みやこ町産業祭　よってこ犀祭ｉｎみやこ

第18回みやこ町犀川マラソン大会

全員協議会　視察研修(苅田町議会)

福岡県町村議会議長会　町村議会広報研修会

みやこ町都市計画審議会

第２回みやこ千人鍋芋煮会

令和５年度第３回京築広域市町村圏事務組合議会　定例会

第67回町村議会議長会　全国大会

第15回みやこ町愛郷音楽祭

みやこ町社会福祉協議会　第４回理事会

１０月から１２月までの議会及び議長の主な活動を報告します。
活　動　報　告

10月６日(金)

10月７日(土)

10月20日(金)

10月21日(土)

10月26日(木)

10月27日(金)

11月１日(水)

11月６日(月)

11月７日(火)

11月13日(月)

11月18日(土)

　～19日(日)

11月19日(日)

11月20日(月)

11月22日(水)

11月25日(土)

11月27日(月)

11月29日(水)

12月16日(土)

12月19日(火)

議会の活動を報告します！議会の活動を報告します！議会の活動を報告します！

件　　　　　名月　　　日

みやこ町ふれあいふくしまつり2023

第16回みやこ町産業祭
よってこ犀祭ｉｎみやこ

第15回みやこ町愛郷音楽祭
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農
林
業
問
題
に
つ
い
て

現在４４組織である

自主防災組織を問う

動画はこちら

問

答

問問

問問問

問

問問問

飯本 秀夫 議員
いい　もと　　　ひで　 お

　
　災
害
時
の
被
害
回
避
は

自
助
、共
助
、公
助
が
あ
る

が
、共
助
に
つ
い
て
は
手
助

け
が
必
要
な
人
を
把
握
し
、

地
域
全
体
で
共
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　そ
こ
で
、独
居
や
高
齢
者

を
対
象
に
、毎
月
１
〜
２
回

程
度
の
茶
会
や
配
食
を
お
こ

な
う
こ
と
に
よ
り
、地
域
の

状
況
が
確
認
で
き
、災
害
時

の
人
的
被
害
を
防
ぐ
と
考
え

る
が
、町
が
推
奨
し
、何
ら
か

の
助
成
は
で
き
な
い
も
の
か

問
う
。

町
長   

区
の
中
の
自
治
力
は

引
き
続
き
必
要
。町
と
し
て

の
支
援
も
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
が
、具
体
的
な
と
こ
ろ

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　消
防
団
組
織
は
、全
行

政
区
を
網
羅
し
、機
動
力
の

あ
る
組
織
編
成
に
で
き
な
い

か
を
問
う
。

町
長  

消
防
団
組
織
の
再
編
成

に
つ
い
て
は
、消
防
団
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
　災
害
時
の
避
難
場
所

は
、公
共
施
設
の
み
で
な
く

広
く
準
備
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長   

必
要
に
応
じ
て

臨
機
応
変
に
避
難
場
所
を
変

更
し
、的
確
な
誘
導
を
お
こ

な
う
。

　
　避
難
所
で
の
生
活
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長   

最
低
限
生
活
に
必
要

な
物
資
は
確
保
し
て
い
る
。

　
　町
長
の
目
指
す
み
や
こ

町
の
農
業
体
系
を
問
う
。

町
長   

町
内
で
は
約
２
０
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
用
地
で

水
稲
を
中
心
に
様
々
な
農
産

物
の
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
農
産
物
の
生
産
基
盤

で
あ
る
農
地
を
保
全
し
、農

産
物
を
生
産
し
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　転
作
田
の
水
張
り
施
策

を
強
行
す
る
中
で
、畑
作
物

の
奨
励
等
国
の
農
業
政
策
は

矛
盾
と
と
も
に
頻
繁
に
枝
葉

が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　み
や
こ
町
の
農
業
な
ら
び

に
農
地
を
守
る
た
め
に
も
町

独
自
の
ゆ
る
ぎ
な
い
施
策
の

導
入
を
求
め
る
。

町
長  

園
芸
農
家
、地
域
営
農

組
合
、大
規
模
な
個
人
農
家

な
ど
様
々
な
経
営
体
が
今
後

も
継
続
的
に
生
産
活
動
が
続

け
ら
れ
、地
域
の
維
持
に
尽

力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、町

が
す
べ
き
こ
と
を
農
家
の
か

た
、地
域
の
か
た
、専
門
家
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
　害
獣
対
策
で
緩
衝
帯
、

い
わ
ゆ
る
棲
み
分
け
目
的
の

里
山
設
置
事
業
を
問
う
。

農
林
業
振
興
課
長  
工
事
費
の

当
初
助
成
制
度
は
あ
る
が
、

維
持
管
理
の
費
用
は
な
い
。

　
　狩
猟
者
が
足
り
な
い
が

免
許
取
得
助
成
と
同
様
に
更

新
時
も
で
き
な
い
か
。

農
林
業
振
興
課
長  

検
討
の
場

を
持
つ
。

　
　小
動
物
捕
獲
後
の
処
理

方
法
に
つ
い
て
問
う
。

農
林
業
振
興
課
長  

猟
師
の
か

た
は
適
正
な
処
理
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、一
般
の
住

民
は
家
庭
ご
み
と
し
て
廃
棄

で
き
る
。

飯本　秀夫　議員　・・・・・・・・・・・・・・・ ９p
 １　防災対策について
 ２　農林業問題について

原田　和美　議員　・・・・・・・・・・・・・・・　10p
 １　教育行政について
 ２　環境問題について

柿野　義直　議員　・・・・・・・・・・・・・・・　11p
 １　築城基地の騒音対策について
 ２　内田町政が目指す町づくりの方向はどんなものか

松本　潤　議員　・・・・・・・・・・・・・・・・　12p
 １　鳥獣被害と自然の復活
 ２　子どもたちの学校給食

柿野　直子　議員　・・・・・・・・・・・・・・・　13p
 １　安心・安全なまちづくりについて

六田　一美　議員　・・・・・・・・・・・・・・・　14p
 １　道路行政

岩村　宗一郎　議員　・・・・・・・・・・・・・・　15p
 １　行政計画について
 ２　町営住宅について
 ３　児童福祉について
 ４　納税寄附制度について

熊谷　みえ子　議員　・・・・・・・・・・・・・・　16p
 １　まちづくりグランドデザイン策定の進捗状況
 ２　地域公共交通計画の策定状況
 ３　平和行政
 ４　地域猫への取組み

石松　雄太　議員　・・・・・・・・・・・・・・・ 17p
 １　基本構想
 ２　障がい者福祉行政
 ３　基地対策

一 
般 

質 

問

一 
般 

質 

問
　一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
執
行

機
関
に
対
し
、
説
明
を
求
め
又
は
所
信
を
た
だ
す
も
の
で
す
。

　み
や
こ
町
議
会
で
は
、
年
４
回
の
定
例
会
で
一
般
質
問
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
執
行

機
関
に
対
し
、
説
明
を
求
め
又
は
所
信
を
た
だ
す
も
の
で
す
。

　み
や
こ
町
議
会
で
は
、
年
４
回
の
定
例
会
で
一
般
質
問
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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林
業
問
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に
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現在４４組織である

自主防災組織を問う

動画はこちら

問

答

問問

問問問

問

問問問

飯本 秀夫 議員
いい　もと　　　ひで　 お

　
　災
害
時
の
被
害
回
避
は

自
助
、共
助
、公
助
が
あ
る

が
、共
助
に
つ
い
て
は
手
助

け
が
必
要
な
人
を
把
握
し
、

地
域
全
体
で
共
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　そ
こ
で
、独
居
や
高
齢
者

を
対
象
に
、毎
月
１
〜
２
回

程
度
の
茶
会
や
配
食
を
お
こ

な
う
こ
と
に
よ
り
、地
域
の

状
況
が
確
認
で
き
、災
害
時

の
人
的
被
害
を
防
ぐ
と
考
え

る
が
、町
が
推
奨
し
、何
ら
か

の
助
成
は
で
き
な
い
も
の
か

問
う
。

町
長   

区
の
中
の
自
治
力
は

引
き
続
き
必
要
。町
と
し
て

の
支
援
も
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
が
、具
体
的
な
と
こ
ろ

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　消
防
団
組
織
は
、全
行

政
区
を
網
羅
し
、機
動
力
の

あ
る
組
織
編
成
に
で
き
な
い

か
を
問
う
。

町
長  

消
防
団
組
織
の
再
編
成

に
つ
い
て
は
、消
防
団
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
　災
害
時
の
避
難
場
所

は
、公
共
施
設
の
み
で
な
く

広
く
準
備
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長   

必
要
に
応
じ
て

臨
機
応
変
に
避
難
場
所
を
変

更
し
、的
確
な
誘
導
を
お
こ

な
う
。

　
　避
難
所
で
の
生
活
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長   

最
低
限
生
活
に
必
要

な
物
資
は
確
保
し
て
い
る
。

　
　町
長
の
目
指
す
み
や
こ

町
の
農
業
体
系
を
問
う
。

町
長   

町
内
で
は
約
２
０
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
用
地
で

水
稲
を
中
心
に
様
々
な
農
産

物
の
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
農
産
物
の
生
産
基
盤

で
あ
る
農
地
を
保
全
し
、農

産
物
を
生
産
し
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　転
作
田
の
水
張
り
施
策

を
強
行
す
る
中
で
、畑
作
物

の
奨
励
等
国
の
農
業
政
策
は

矛
盾
と
と
も
に
頻
繁
に
枝
葉

が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　み
や
こ
町
の
農
業
な
ら
び

に
農
地
を
守
る
た
め
に
も
町

独
自
の
ゆ
る
ぎ
な
い
施
策
の

導
入
を
求
め
る
。

町
長  

園
芸
農
家
、地
域
営
農

組
合
、大
規
模
な
個
人
農
家

な
ど
様
々
な
経
営
体
が
今
後

も
継
続
的
に
生
産
活
動
が
続

け
ら
れ
、地
域
の
維
持
に
尽

力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、町

が
す
べ
き
こ
と
を
農
家
の
か

た
、地
域
の
か
た
、専
門
家
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
　害
獣
対
策
で
緩
衝
帯
、

い
わ
ゆ
る
棲
み
分
け
目
的
の

里
山
設
置
事
業
を
問
う
。

農
林
業
振
興
課
長  

工
事
費
の

当
初
助
成
制
度
は
あ
る
が
、

維
持
管
理
の
費
用
は
な
い
。

　
　狩
猟
者
が
足
り
な
い
が

免
許
取
得
助
成
と
同
様
に
更

新
時
も
で
き
な
い
か
。

農
林
業
振
興
課
長  

検
討
の
場

を
持
つ
。

　
　小
動
物
捕
獲
後
の
処
理

方
法
に
つ
い
て
問
う
。

農
林
業
振
興
課
長  

猟
師
の
か

た
は
適
正
な
処
理
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、一
般
の
住

民
は
家
庭
ご
み
と
し
て
廃
棄

で
き
る
。

飯本　秀夫　議員　・・・・・・・・・・・・・・・ ９p
 １　防災対策について
 ２　農林業問題について

原田　和美　議員　・・・・・・・・・・・・・・・　10p
 １　教育行政について
 ２　環境問題について

柿野　義直　議員　・・・・・・・・・・・・・・・　11p
 １　築城基地の騒音対策について
 ２　内田町政が目指す町づくりの方向はどんなものか

松本　潤　議員　・・・・・・・・・・・・・・・・　12p
 １　鳥獣被害と自然の復活
 ２　子どもたちの学校給食

柿野　直子　議員　・・・・・・・・・・・・・・・　13p
 １　安心・安全なまちづくりについて

六田　一美　議員　・・・・・・・・・・・・・・・　14p
 １　道路行政

岩村　宗一郎　議員　・・・・・・・・・・・・・・　15p
 １　行政計画について
 ２　町営住宅について
 ３　児童福祉について
 ４　納税寄附制度について

熊谷　みえ子　議員　・・・・・・・・・・・・・・　16p
 １　まちづくりグランドデザイン策定の進捗状況
 ２　地域公共交通計画の策定状況
 ３　平和行政
 ４　地域猫への取組み

石松　雄太　議員　・・・・・・・・・・・・・・・ 17p
 １　基本構想
 ２　障がい者福祉行政
 ３　基地対策
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町
の
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に
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て
、
執
行

機
関
に
対
し
、
説
明
を
求
め
又
は
所
信
を
た
だ
す
も
の
で
す
。
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や
こ
町
議
会
で
は
、
年
４
回
の
定
例
会
で
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般
質
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す
る
こ

と
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で
き
ま
す
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質
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は
、
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員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
執
行

機
関
に
対
し
、
説
明
を
求
め
又
は
所
信
を
た
だ
す
も
の
で
す
。

　み
や
こ
町
議
会
で
は
、
年
４
回
の
定
例
会
で
一
般
質
問
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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問問

問

問

猫
の
避
妊
手
術
の
取
組
み
に

つ
い
て

新豊津小学校校舎

(公財)どうぶつ基金さくらねこ

　
　基
本
設
計
・
実
施
設

計
・
設
計
監
理
お
よ
び
工
事

各
々
の
落
札
業
者
・
契
約
金

額
・
変
更
金
額
・
変
更
内
容
・

工
期
に
つ
い
て
明
確
な
回
答

を
求
む
。

教
育
長  

小
学
校
整
備
事
業

で
は
指
名
お
よ
び
一
般
競
争

入
札
で
15
件
の
委
託
お
よ
び

工
事
に
つ
い
て
業
者
が
決
定

し
て
い
る
。主
な
も
の
は
実
施

設
計
で
手
島
建
築
設
計
事
務

所
と
当
初
契
約
３
０
５
８
万

円
。開
発
申
請
業
務
等
を
追

加
し
た
た
め
最
終
契
約
は
工

期
変
更
な
し
、５
４
０
万
１

千
円
増
の
３
５
９
８
万
１
千

円
で
あ
る
。ま
た
、建
築
工
事

は
ピ
ー
エ
ス
三
菱
九
州
支
店

と
15
億
８
８
０
２
万
３
３
６

０
円
で
、物
価
高
騰
お
よ
び

一
部
材
料
追
加
等
に
よ
り
最

終
契
約
は
工
期
変
更
な
し
、

１
億
２
６
４
万
６
１
７
０
円

増
の
16
億
９
０
６
６
万
９
５

３
０
円
で
あ
る
。

　
　今
回
、契
約
変
更
金
額

が
１
億
円
以
上
に
な
っ
て
い

る
が
説
明
を
求
む
。

学
校
教
育
課
長  

地
盤
改
良

工
事
、ひ
さ
し
下
地
鉄
骨
工

事
、受
水
槽
基
礎
工
事
等
の

追
加
を
実
施
し
た
。ま
た
、資

材
の
物
価
高
騰
に
伴
う
た
め

増
額
契
約
を
し
た
。

　
　契
約
変
更
に
関
し
、２

年
の
間
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
に
事
前
に
経
過
や
進
捗
報

告
し
て
な
い
の
で
、不
審
を

抱
か
れ
て
い
る
。

副
町
長  

経
緯
を
議
会
や
委

員
会
で
報
告
し
な
か
っ
た
点

は
、真
摯
に
受
け
止
め
て
反
省

し
て
い
る
。足
り
な
か
っ
た
部

分
が
あ
る
の
で
、今
後
は
組
織

と
し
て
強
化
し
て
い
く
。

猫
の
避
妊
手
術
の
取
組

み
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、町

民
が
町
担
当
者
に
電
話
で
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、町
と

し
て
は
何
も
関
与
し
て
い
な

い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
議
会
回
答
と
取
扱
い

が
違
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

町
長  

公
益
財
団
法
人
ど
う

ぶ
つ
基
金
さ
く
ら
ね
こ
不
妊

手
術
事
業
に
登
録
し
、地
域

猫
活
動
の
推
進
を
し
て
い

る
。今
回
、町
民
に
十
分
な
説

明
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に

対
し
反
省
し
て
い
る
。今
後

は
、
職
員
間
の
情
報
共
有
を

よ
り
密
に
お
こ
な
い
、町
民
に

対
し
て
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

工事の契約等については不審を
抱かれないように組織強化をする

豊津小学校新築工事の１億円強の
変更契約に関して問う

原田 和美 議員
はら　だ　　かず　み

動画はこちら

問

答ほかの地区より騒音が大きいなど、
住民の負担軽減のため行政が努力
しなければならない地区

築城基地の騒音被害地区を
どうとらえているか

柿野 義直 議員
かき　 の　　よし なお

動画はこちら

問

答

問問問

問

問

問 問

内
田
町
長
が
目
指
す

　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
は

国道２０１号バイパスルート案図面

至
　行
橋

至
　田
川

　
　騒
音
改
修
工
事
対
象
地

区
は
ど
こ
か
。

行
政
経
営
課
長

　豊
津
地
区

全
域
と
犀
川
本
庄
等
の
一
部
。

　
　交
付
金
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
。

行
政
経
営
課
長

　豊
津
地
区

全
体
で
39
％（
う
ち
10
区
に

15
％
）、犀
川
地
区
に
４
％
、

基
金
等
に
41
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　
　特
に
騒
音
被
害
の
大
き

い
豊
津
地
区
の
10
区
で
つ
く

る
地
元
基
地
対
策
委
員
会
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
要
望
は
ど

ん
な
も
の
か
。

　

行
政
経
営
課
長

　地
元
負
担

軽
減
に
関
す
る
こ
と
、基
地

周
辺
の
環
境
整
備
に
関
す
る

こ
と
が
主
な
も
の
。

　
　議
会
の
基
地
対
策
特
別

委
員
会
に
出
さ
れ
た
町
の
資

料
に
よ
る
と
、10
区
か
ら
の
要

望
に
基
地
対
策
室
の
設
置
、

交
付
金
の
地
元
使
用
を
増
や

す
こ
と
、国
富
池
の
改
修
、公

民
館
へ
の
太
陽
光
発
電
の
設

置
、有
料
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

受
信
料
対
策
、交
付
金
を
地

元
負
担
な
し
で
使
う
た
め
の

条
例
制
定
な
ど
が
あ
る
。

総
務
課
長

　基
地
対
策
室
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。
太

陽
光
発
電
の
要
望
に
は
公
民

館
の
電
気
代
を
助
成
す
る
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ

以
外
は
防
衛
省
と
協
議
を
重

ね
、要
望
し
て
い
る
。

　
　国
富
池
の
改
修
は
、み

や
こ
町
防
災
ま
ち
づ
く
り
基

金（
基
地
交
付
金
で
つ
く
る
）

を
利
用
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　調
整
交
付
金
で

定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
の
ソ
フ

ト
事
業
に
充
て
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
使
用
で
き
な
い
。

　
　交
付
金
を
活
用
し
て
地

元
負
担
を
免
除
す
る
よ
う
な

条
例
の
制
定
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
か
。

町
長

　調
査
、検
討
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。一
定
の
受
益

者
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　国
道
２
０
１
号
線
の
南

側
バ
イ
パ
ス（
盛
り
土
工
法
）

の
ル
ー
ト
で
今
後
の
み
や
こ

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
大

き
な
影
響
が
出
る
と
考
え
ら

れ
る
。町
は
ど
ん
な
こ
と
を

目
指
す
の
か
。

町
長

　現
２
０
１
号
線
に
あ

る
商
店
や
事
業
所
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
な
対
策
や
整
備

を
強
く
要
望
し
て
い
く
。
通

過
さ
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
う
懸
念
は
あ
る
が
、交
通

渋
滞
の
緩
和
な
ど
の
向
上
が

図
ら
れ
、賑
わ
い
の
あ
る
道

路
へ
の
改
善
が
期
待
さ
れ

る
。
こ
の
地
域
の
位
置
的
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
す
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。
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問問

問

問

猫
の
避
妊
手
術
の
取
組
み
に

つ
い
て

新豊津小学校校舎

(公財)どうぶつ基金さくらねこ

　
　基
本
設
計
・
実
施
設

計
・
設
計
監
理
お
よ
び
工
事

各
々
の
落
札
業
者
・
契
約
金

額
・
変
更
金
額
・
変
更
内
容
・

工
期
に
つ
い
て
明
確
な
回
答

を
求
む
。

教
育
長  

小
学
校
整
備
事
業

で
は
指
名
お
よ
び
一
般
競
争

入
札
で
15
件
の
委
託
お
よ
び

工
事
に
つ
い
て
業
者
が
決
定

し
て
い
る
。主
な
も
の
は
実
施

設
計
で
手
島
建
築
設
計
事
務

所
と
当
初
契
約
３
０
５
８
万

円
。開
発
申
請
業
務
等
を
追

加
し
た
た
め
最
終
契
約
は
工

期
変
更
な
し
、５
４
０
万
１

千
円
増
の
３
５
９
８
万
１
千

円
で
あ
る
。ま
た
、建
築
工
事

は
ピ
ー
エ
ス
三
菱
九
州
支
店

と
15
億
８
８
０
２
万
３
３
６

０
円
で
、物
価
高
騰
お
よ
び

一
部
材
料
追
加
等
に
よ
り
最

終
契
約
は
工
期
変
更
な
し
、

１
億
２
６
４
万
６
１
７
０
円

増
の
16
億
９
０
６
６
万
９
５

３
０
円
で
あ
る
。

　
　今
回
、契
約
変
更
金
額

が
１
億
円
以
上
に
な
っ
て
い

る
が
説
明
を
求
む
。

学
校
教
育
課
長  

地
盤
改
良

工
事
、ひ
さ
し
下
地
鉄
骨
工

事
、受
水
槽
基
礎
工
事
等
の

追
加
を
実
施
し
た
。ま
た
、資

材
の
物
価
高
騰
に
伴
う
た
め

増
額
契
約
を
し
た
。

　
　契
約
変
更
に
関
し
、２

年
の
間
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
に
事
前
に
経
過
や
進
捗
報

告
し
て
な
い
の
で
、不
審
を

抱
か
れ
て
い
る
。

副
町
長  

経
緯
を
議
会
や
委

員
会
で
報
告
し
な
か
っ
た
点

は
、真
摯
に
受
け
止
め
て
反
省

し
て
い
る
。足
り
な
か
っ
た
部

分
が
あ
る
の
で
、今
後
は
組
織

と
し
て
強
化
し
て
い
く
。

猫
の
避
妊
手
術
の
取
組

み
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、町

民
が
町
担
当
者
に
電
話
で
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、町
と

し
て
は
何
も
関
与
し
て
い
な

い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
議
会
回
答
と
取
扱
い

が
違
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

町
長  

公
益
財
団
法
人
ど
う

ぶ
つ
基
金
さ
く
ら
ね
こ
不
妊

手
術
事
業
に
登
録
し
、地
域

猫
活
動
の
推
進
を
し
て
い

る
。今
回
、町
民
に
十
分
な
説

明
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に

対
し
反
省
し
て
い
る
。今
後

は
、
職
員
間
の
情
報
共
有
を

よ
り
密
に
お
こ
な
い
、町
民
に

対
し
て
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

工事の契約等については不審を
抱かれないように組織強化をする

豊津小学校新築工事の１億円強の
変更契約に関して問う

原田 和美 議員
はら　だ　　かず　み

動画はこちら

問

答ほかの地区より騒音が大きいなど、
住民の負担軽減のため行政が努力
しなければならない地区

築城基地の騒音被害地区を
どうとらえているか

柿野 義直 議員
かき　 の　　よし なお

動画はこちら

問

答

問問問

問

問

問 問

内
田
町
長
が
目
指
す

　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
は

国道２０１号バイパスルート案図面

至
　行
橋

至
　田
川

　
　騒
音
改
修
工
事
対
象
地

区
は
ど
こ
か
。

行
政
経
営
課
長

　豊
津
地
区

全
域
と
犀
川
本
庄
等
の
一
部
。

　
　交
付
金
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
。

行
政
経
営
課
長

　豊
津
地
区

全
体
で
39
％（
う
ち
10
区
に

15
％
）、犀
川
地
区
に
４
％
、

基
金
等
に
41
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　
　特
に
騒
音
被
害
の
大
き

い
豊
津
地
区
の
10
区
で
つ
く

る
地
元
基
地
対
策
委
員
会
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
要
望
は
ど

ん
な
も
の
か
。

　

行
政
経
営
課
長

　地
元
負
担

軽
減
に
関
す
る
こ
と
、基
地

周
辺
の
環
境
整
備
に
関
す
る

こ
と
が
主
な
も
の
。

　
　議
会
の
基
地
対
策
特
別

委
員
会
に
出
さ
れ
た
町
の
資

料
に
よ
る
と
、10
区
か
ら
の
要

望
に
基
地
対
策
室
の
設
置
、

交
付
金
の
地
元
使
用
を
増
や

す
こ
と
、国
富
池
の
改
修
、公

民
館
へ
の
太
陽
光
発
電
の
設

置
、有
料
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

受
信
料
対
策
、交
付
金
を
地

元
負
担
な
し
で
使
う
た
め
の

条
例
制
定
な
ど
が
あ
る
。

総
務
課
長

　基
地
対
策
室
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。
太

陽
光
発
電
の
要
望
に
は
公
民

館
の
電
気
代
を
助
成
す
る
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ

以
外
は
防
衛
省
と
協
議
を
重

ね
、要
望
し
て
い
る
。

　
　国
富
池
の
改
修
は
、み

や
こ
町
防
災
ま
ち
づ
く
り
基

金（
基
地
交
付
金
で
つ
く
る
）

を
利
用
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　調
整
交
付
金
で

定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
の
ソ
フ

ト
事
業
に
充
て
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
使
用
で
き
な
い
。

　
　交
付
金
を
活
用
し
て
地

元
負
担
を
免
除
す
る
よ
う
な

条
例
の
制
定
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
か
。

町
長

　調
査
、検
討
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。一
定
の
受
益

者
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　国
道
２
０
１
号
線
の
南

側
バ
イ
パ
ス（
盛
り
土
工
法
）

の
ル
ー
ト
で
今
後
の
み
や
こ

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
大

き
な
影
響
が
出
る
と
考
え
ら

れ
る
。町
は
ど
ん
な
こ
と
を

目
指
す
の
か
。

町
長

　現
２
０
１
号
線
に
あ

る
商
店
や
事
業
所
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
な
対
策
や
整
備

を
強
く
要
望
し
て
い
く
。
通

過
さ
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
う
懸
念
は
あ
る
が
、交
通

渋
滞
の
緩
和
な
ど
の
向
上
が

図
ら
れ
、賑
わ
い
の
あ
る
道

路
へ
の
改
善
が
期
待
さ
れ

る
。
こ
の
地
域
の
位
置
的
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
す
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。
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問

問

問

子
ど
も
た
ち
の
学
校
給
食
に

つ
い
て

問問

みやこ肉とロゴ

　
　み
や
こ
町
で
作
物
等
の

鳥
獣
被
害
は
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か
。

町
長

　農
業
共
済
組
合
か
ら

の
報
告
と
住
民
か
ら
の
報
告

を
集
計
し
県
に
報
告
し
て
い

る
。
被
害
の
小
規
模
な
も
の

や
庭
木
、
家
庭
栽
園
、
ま
た

水
路
、
畦
畔
等
の
被
害
に
つ

い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い

た
め
、
実
際
の
被
害
に
は
現

れ
な
い
も
の
も
多
く
あ
る
と

は
認
識
し
て
い
る
。

　
　そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
対

策
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ

て
い
る
の
か
。

町
長

　み
や
こ
町
で
は
被
害

軽
減
を
目
的
に
、
駆
除
と
防

除
の
面
か
ら
取
組
を
進
め
て

い
る
。
駆
除
で
は
、
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、
頭
数
に
応
じ
た
奨
励
金

の
支
給
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
近
年
、大
規
模
に
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
で
農
地
を
囲

い
防
除
を
お
こ
な
う
地
域
が

加
速
し
、
猪
や
鹿
に
よ
る
被

害
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

る
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る

被
害
が
増
加
し
て
い
る
。

　
　昨
今
、テ
レ
ビ
等
で
有

害
動
物
に
よ
る
作
物
の
被
害

や
人
へ
の
被
害
も
報
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
町
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長

　み
や
こ
町
で
は
野
生

鳥
獣
の
人
へ
の
被
害
は
今
年

度
受
け
て
い
な
い
が
、
東
北

で
は
人
が
居
住
し
て
い
る
地

域
に
熊
が
出
没
し
、
人
に
対

し
て
の
被
害
も
増
加
、
福
岡

県
に
お
い
て
も
猿
が
出
没
し

小
さ
な
子
ど
も
に
危
害
を
加

え
た
な
ど
聞
き
及
ん
で
い

る
。
野
生
鳥
獣
に
不
用
意
に

近
づ
く
こ
と
は
大
変
危
険
で

あ
り
、
野
生
鳥
獣
が
近
寄
り

に
く
い
環
境
づ
く
り
や
、
む

や
み
に
動
物
に
近
づ
か
な
い

な
ど
の
注
意
喚
起
を
被
害
軽

減
対
策
と
合
わ
せ
て
、
今
後

も
お
こ
な
っ
て
い
く
。

　　
　近
年
加
速
し
て
い
る
森
林

破
壊
で
、動
物
の
住
む
場
所
、

食
べ
物
が
森
か
ら
な
く
な
っ
て

い
る
の
も
原
因
の
一
つ
と
思
う

が
町
長
の
考
え
は
。

町
長

　み
や
こ
町
で
も
、
近

年
ソ
ー
ラ
ー
発
電
で
の
大
規

模
な
林
地
開
発
が
お
こ
な
わ

れ
、
直
接
の
原
因
か
は
定
か

で
は
な
い
が
、
生
息
し
て
い

た
住
処
が
奪
わ
れ
、
食
べ
物

が
な
く
な
っ
た
事
で
集
落
、

農
地
に
現
れ
る
要
因
の
一
つ

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
専
門
家
の
意
見
も
聴
取

し
、
森
林
整
備
に
つ
い
て
も

議
論
を
進
め
る
。

　
　抗
生
剤
や
ホ
ル
モ
ン
剤

の
肉
へ
の
残
留
も
ほ
と
ん
ど

な
い
ジ
ビ
エ
肉
を
学
校
給
食

に
継
続
的
に
取
り
入
れ
て
い

た
だ
け
な
い
か
。

教
育
長

　保
護
者
や
栄
養
士

等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、給

食
の
食
材
と
し
て
の
継
続
的
な

使
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

森林整備についても議論を進める

鳥獣被害対策と自然の復活を

松本　潤 議員
まつ　もと　　　　じゅん

動画はこちら

す
み

　か

問

答被害者等の相談所の設置や関係機関と
連絡調整し対応している

ＤＶ被害者支援対策は

柿野 直子 議員
かき　の    なお　 こ

動画はこちら

問

答

問問問

問

問問 　
　コ
ロ
ナ
環
境
の
影
響
で

配
偶
者
に
よ
る
暴
力
の
被
害

者
が
増
加
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、町
の
被
害
者
へ
の

支
援
対
策
の
現
状
を
伺
う
。

町
長

　公
認
心
理
士
に
よ
る

Ｄ
Ｖ
相
談
日
を
設
定
し
て
開

設
し
て
い
る
。
ま
た
、緊
急

を
要
す
る
事
案
が
発
生
し
た

と
き
は
、配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
、警
察
署
等

の
関
係
機
関
へ
の
相
談
を
促

し
、同
時
に
町
の
関
係
部
署

と
連
絡
調
整
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

　
　被
害
者
が
町
営
住
宅
の

入
居
を
希
望
し
た
が
か
な
わ

な
か
っ
た
と
耳
に
し
た
が
、

そ
の
事
例
は
あ
っ
た
の
か
。

建
築
課
長

　Ｄ
Ｖ
被
害
者
か

ど
う
か
の
確
認
を
と
れ
て
い

な
い
が
相
談
を
１
件
受
け
て

い
る
。

　
　そ
の
か
た
は
入
居
で
き

た
の
か
。

建
築
課
長

　入
居
資
格
が
あ

り
、公
募
で
現
在
入
居
し
て

い
る
。

　
　被
害
者
を
確
実
に
保
護

で
き
る
よ
う
、条
例
、規
則

の
改
正
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

建
築
課
長

　国
交
省
か
ら
の

通
達
に
よ
り
、配
偶
者
か
ら

の
暴
力
被
害
者
の
公
営
住
宅

の
入
居
に
つ
い
て
、優
先
的

に
入
居
の
取
扱
い
を
お
こ
な

う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、保

証
人
の
連
署
、入
居
期
間
、

住
宅
使
用
料
等
に
つ
い
て
も

適
切
な
配
慮
を
お
こ
な
う
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
通
達

を
基
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　隣
の
市
町
で
は
企
業
の

野
球
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
を

目
指
す
と
新
聞

報
道
さ
れ
て
い

る
が
、地
域
の

活
性
化
に
つ
な

が
る
の
で
は
な

い
か
。ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
採
用
、育
成
を
図

り
、み
や
こ
町
を
全
国
区
に

し
て
は
ど
う
か
。職
員
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
で

も
よ
い
、少
し
枠
を
超
え
た
人

事
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長

　現
在
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
要
件
と
し
た
職
員
採
用
は

考
え
て
い
な
い
。
町
の
文
化

や
伝
統
な
ど
、す
で
に
あ
る

地
域
の
宝
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
、潜
在
す
る
地
域
資

源
の
発
掘
に
よ
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
の
推
進
な
ど
、新
た

な
町
の
魅
力
度
の
向
上
、知

名
度
ア
ッ
プ
に
努
力
す
る
。

　
　こ
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に

挙
げ
た
動
機
は
、10
月
15
日

知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

に
東
京
で
お
こ
な
わ
れ
た
マ

ラ
ソ
ン
で
、公
務
員
ラ
ン

ナ
ー
と
言
わ
れ
た
Ｋ
選
手
、

ス
タ
ー
ト
か
ら
30
キ
ロ
過
ぎ

ま
で
先
頭
を
走
り
、テ
レ
ビ

画
面
を
独
占
し
て
い
た
。そ

の
時
間
の
宣
伝
効
果
は
絶
大

と
感
じ
た
。再
度
伺
う
が
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
採
用
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

総
務
課
長

　ス
ポ
ー
ツ
選
手

に
限
っ
て
の
採
用
は
考
え
て

い
な
い
。
た
だ
し
、採
用
さ

れ
た
か
た
が
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
し
て
の
特
技
を
持
ち
、休

日
等
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
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ス
タ
ー
ト
か
ら
30
キ
ロ
過
ぎ

ま
で
先
頭
を
走
り
、テ
レ
ビ

画
面
を
独
占
し
て
い
た
。そ

の
時
間
の
宣
伝
効
果
は
絶
大

と
感
じ
た
。再
度
伺
う
が
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
採
用
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

総
務
課
長

　ス
ポ
ー
ツ
選
手

に
限
っ
て
の
採
用
は
考
え
て

い
な
い
。
た
だ
し
、採
用
さ

れ
た
か
た
が
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
し
て
の
特
技
を
持
ち
、休

日
等
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

13　みやこ町議会だより　第77号



問

問

綾野地区

国分地区

 

　
　育
徳
館
高
校
か
ら
陸

上
競
技
場
ま
で
の
道
、豊
津

椎
田
線
、綾
野
交
差
点
か
ら

綾
野
橋
ま
で
の
間
と
国
分
寺

入
口
か
ら
３
軒
の
家
が
残
っ

て
い
る
た
め
狭
い
。交
通
量

が
多
く
危
険
箇
所
に
な
っ
て

い
る
の
で
、早
急
な
取
り
組

み
を
求
め
る
。

町
長

　育
徳
館
高
校
か
ら
陸

上
競
技
場
ま
で
の
道
は
、最

小
幅
員
が
４
．８
５
メ
ー
ト

ル
で
、通
行
に
際
し
、支
障

を
き
た
す
道
路
幅
員
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、育
徳

館
に
通
う
生
徒
が
通
学
路
と

し
て
利
用
し
て
お
り
、歩
道

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、歩
行
者
の
安
全
確
保
が

十
分
と
は
言
え
な
い
状
態
で

あ
る
。
今
後
、
歩
行
者
の
安

全
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
本
町
も
危
険
箇
所
と
し
て

把
握
し
て
お
り
、福
岡
県
京

築
県
土
整
備
事
務
所
と
協
議

を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、再

度
、強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、町
の
振
興
に
お
い
て
重

要
な
位
置
を
占
め
る
道
路
で

あ
る
た
め
、全
面
的
な
協
力

体
制
で
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、早
期
問
題
解
決
に
向

け
尽
力
し
て
い
く
。

 

　
　豊
津
椎
田
線
、綾
野
交

差
点
か
ら
綾
野
橋
ま
で
の
間

と
国
分
寺
入
口
か
ら
３
軒
の

家
が
残
っ
て
い
る
た
め
、狭
く

交
通
量
が
多
く
危
険
箇
所
に

な
っ
て
い
る
。以
上
の
２
箇
所

の
拡
幅
を
強
く
求
め
る
。

都
市
整
備
課
長

　豊
津
椎
田

線
の
件
だ
が
、県
に
強
く
要

望
し
て
い
る
。県
の
回
答
は
、

こ
の
路
線
に
つ
い
て
起
点
側

で
あ
る
マ
ル
シ
ョ
ク
の
前
、

国
道
４
９
６
号
線
の
交
差
点

か
ら
約
１
．２
キ
ロ
メ
ー
ト

用地の問題が済み次第、
事業を進めていきたい

狭隘危険箇所道路の拡幅を

六田 一美 議員
ろく  た 　　かず　 み

きょうあい

動画はこちら

問

答

ル
の
区
間
お
よ
び
要
望
区
間

の
一
部
を
挟
ん
で
国
分
徳
政

地
区
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
国
分
地
区
は
用
地
買
収

上
の
困
難
箇
所
が
あ
り
、現

在
休
止
し
て
い
る
。
用
地
買

収
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
に

対
す
る
地
域
の
御
理
解
と
御

協
力
が
必
要
で
あ
る
。
用
地

問
題
が
片
付
く
の
で
あ
れ

ば
、県
に
事
業
進
捗
を
強
く

要
望
し
て
い
く
。

まちづくりに対する意見やアイディアを
基に基本計画をまとめていく

岩村 宗一郎 議員
いわ　むら　　そう　いち　ろう

動画はこちら

問

答

問問

問問

問

グランドデザインについて今後の展望は

町民ワークショップ①

町民ワークショップ②

町
営
住
宅
に
つ
い
て

児
童
福
祉
に
つ
い
て

　
　
内
田
町
政
に
体
制
が
変

わ
っ
て
早
１
年
と
半
年
が
過

ぎ
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
制
定
し
た
と
こ
ろ

で
、人
口
が
増
え
た
り
、町
民

が
得
ら
れ
る
恩
恵
は
あ
る
の

か
。

町
長
　
よ
り
よ
い
暮
ら
し
と

い
う
の
は
、み
な
さ
ん
違
う

と
思
う
の
で
、連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
私
が
馳
せ
参
じ
て
説

明
し
た
い
。
そ
の
た
め
の
枠

組
み
が
未
来
座
談
会
と
考
え

て
い
る
。

　
　
昔
か
ら
在
住
さ
れ
て
い

る
方
の
意
見
を
伺
う
こ
と
も

す
ご
く
重
要
だ
と
思
う
。一
方

目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、移
住
者
の
方
や
子
育

て
世
代
や
子
ど
も
た
ち
な

ど
、こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担
う

方
々
の
意
見
を
お
聞
き
す
る

こ
と
も
重
要
で
は
な
い
か
。

行
政
経
営
課
長
　
町
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
現
在
２
回
開

催
し
、今
後
も
続
け
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　
中
学
校
で
の
未
来
座
談
会

で
町
長
が
直
接
中
学
生
と
話

を
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

ま
た
、子
育
て
世
代
を
含
め
た

分
野
ご
と
、町
民
の
方
た
ち
と

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
現
在
12
回
お

こ
な
っ
て
い
る
。こ
れ
も
今
後

続
け
て
い
く
。

　　
　
若
者
向
け
住
宅
の
子
育

て
世
代
の
方
が
町
内
に
残
る

た
め
に
、町
と
し
て
新
た
な
対

応
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

建
築
課
長
　
現
在
の
と
こ

ろ
、制
度
上
、こ
の
規
定
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
予
定
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　
０
円
空
き
家
バ
ン
ク
と

し
て
町
が
無
償
譲
渡
可
能
な

町
内
の
空
き
家
等
を
登
録
し

て
、取
得
希
望
者
に
紹
介
し
、

譲
る
側
・
取
得
す
る
側
に
発

生
す
る
諸
経
費
を
町
が
補
助

す
る
取
組
を
さ
れ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
と
聞
く
。み
や

こ
町
と
し
て
も
独
自
の
取
組

を
考
え
て
、
衣
食
住
の
住
を

充
実
す
る
べ
く
取
組
ん
で
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る

が
、い
か
が
か
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長
　
現

在
は
、空
き
家
バ
ン
ク
制
度

し
か
な
い
。
提
案
さ
れ
た
他

団
体
の
無
償
の
や
り
方
は
今

後
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
豊
津
地
区
の
寺
子
屋
及

び
祓
郷
あ
そ
び
の
広
場
の
閉

所
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
よ

り
児
童
は
ど
こ
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
行
く
の
か
。

子
育
て
・
健
康
支
援
課
長
　

す
ど
り
の
里
で
お
こ
な
っ
て

い
る
児
童
ク
ラ
ブ
で
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
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問

問

綾野地区

国分地区

 

　
　育
徳
館
高
校
か
ら
陸

上
競
技
場
ま
で
の
道
、豊
津

椎
田
線
、綾
野
交
差
点
か
ら

綾
野
橋
ま
で
の
間
と
国
分
寺

入
口
か
ら
３
軒
の
家
が
残
っ

て
い
る
た
め
狭
い
。交
通
量

が
多
く
危
険
箇
所
に
な
っ
て

い
る
の
で
、早
急
な
取
り
組

み
を
求
め
る
。

町
長

　育
徳
館
高
校
か
ら
陸

上
競
技
場
ま
で
の
道
は
、最

小
幅
員
が
４
．８
５
メ
ー
ト

ル
で
、通
行
に
際
し
、支
障

を
き
た
す
道
路
幅
員
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、育
徳

館
に
通
う
生
徒
が
通
学
路
と

し
て
利
用
し
て
お
り
、歩
道

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、歩
行
者
の
安
全
確
保
が

十
分
と
は
言
え
な
い
状
態
で

あ
る
。
今
後
、
歩
行
者
の
安

全
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
本
町
も
危
険
箇
所
と
し
て

把
握
し
て
お
り
、福
岡
県
京

築
県
土
整
備
事
務
所
と
協
議

を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、再

度
、強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、町
の
振
興
に
お
い
て
重

要
な
位
置
を
占
め
る
道
路
で

あ
る
た
め
、全
面
的
な
協
力

体
制
で
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、早
期
問
題
解
決
に
向

け
尽
力
し
て
い
く
。

 

　
　豊
津
椎
田
線
、綾
野
交

差
点
か
ら
綾
野
橋
ま
で
の
間

と
国
分
寺
入
口
か
ら
３
軒
の

家
が
残
っ
て
い
る
た
め
、狭
く

交
通
量
が
多
く
危
険
箇
所
に

な
っ
て
い
る
。以
上
の
２
箇
所

の
拡
幅
を
強
く
求
め
る
。

都
市
整
備
課
長

　豊
津
椎
田

線
の
件
だ
が
、県
に
強
く
要

望
し
て
い
る
。県
の
回
答
は
、

こ
の
路
線
に
つ
い
て
起
点
側

で
あ
る
マ
ル
シ
ョ
ク
の
前
、

国
道
４
９
６
号
線
の
交
差
点

か
ら
約
１
．２
キ
ロ
メ
ー
ト

用地の問題が済み次第、
事業を進めていきたい

狭隘危険箇所道路の拡幅を

六田 一美 議員
ろく  た 　　かず　 み

きょうあい

動画はこちら

問

答

ル
の
区
間
お
よ
び
要
望
区
間

の
一
部
を
挟
ん
で
国
分
徳
政

地
区
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
国
分
地
区
は
用
地
買
収

上
の
困
難
箇
所
が
あ
り
、現

在
休
止
し
て
い
る
。
用
地
買

収
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
に

対
す
る
地
域
の
御
理
解
と
御

協
力
が
必
要
で
あ
る
。
用
地

問
題
が
片
付
く
の
で
あ
れ

ば
、県
に
事
業
進
捗
を
強
く

要
望
し
て
い
く
。

まちづくりに対する意見やアイディアを
基に基本計画をまとめていく

岩村 宗一郎 議員
いわ　むら　　そう　いち　ろう

動画はこちら

問

答

問問

問問

問

グランドデザインについて今後の展望は

町民ワークショップ①

町民ワークショップ②

町
営
住
宅
に
つ
い
て

児
童
福
祉
に
つ
い
て

　
　
内
田
町
政
に
体
制
が
変

わ
っ
て
早
１
年
と
半
年
が
過

ぎ
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
制
定
し
た
と
こ
ろ

で
、人
口
が
増
え
た
り
、町
民

が
得
ら
れ
る
恩
恵
は
あ
る
の

か
。

町
長
　
よ
り
よ
い
暮
ら
し
と

い
う
の
は
、み
な
さ
ん
違
う

と
思
う
の
で
、連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
私
が
馳
せ
参
じ
て
説

明
し
た
い
。
そ
の
た
め
の
枠

組
み
が
未
来
座
談
会
と
考
え

て
い
る
。

　
　
昔
か
ら
在
住
さ
れ
て
い

る
方
の
意
見
を
伺
う
こ
と
も

す
ご
く
重
要
だ
と
思
う
。一
方

目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、移
住
者
の
方
や
子
育

て
世
代
や
子
ど
も
た
ち
な

ど
、こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担
う

方
々
の
意
見
を
お
聞
き
す
る

こ
と
も
重
要
で
は
な
い
か
。

行
政
経
営
課
長
　
町
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
現
在
２
回
開

催
し
、今
後
も
続
け
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　
中
学
校
で
の
未
来
座
談
会

で
町
長
が
直
接
中
学
生
と
話

を
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

ま
た
、子
育
て
世
代
を
含
め
た

分
野
ご
と
、町
民
の
方
た
ち
と

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
現
在
12
回
お

こ
な
っ
て
い
る
。こ
れ
も
今
後

続
け
て
い
く
。

　　
　
若
者
向
け
住
宅
の
子
育

て
世
代
の
方
が
町
内
に
残
る

た
め
に
、町
と
し
て
新
た
な
対

応
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

建
築
課
長
　
現
在
の
と
こ

ろ
、制
度
上
、こ
の
規
定
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
予
定
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　
０
円
空
き
家
バ
ン
ク
と

し
て
町
が
無
償
譲
渡
可
能
な

町
内
の
空
き
家
等
を
登
録
し

て
、取
得
希
望
者
に
紹
介
し
、

譲
る
側
・
取
得
す
る
側
に
発

生
す
る
諸
経
費
を
町
が
補
助

す
る
取
組
を
さ
れ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
と
聞
く
。み
や

こ
町
と
し
て
も
独
自
の
取
組

を
考
え
て
、
衣
食
住
の
住
を

充
実
す
る
べ
く
取
組
ん
で
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る

が
、い
か
が
か
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長
　
現

在
は
、空
き
家
バ
ン
ク
制
度

し
か
な
い
。
提
案
さ
れ
た
他

団
体
の
無
償
の
や
り
方
は
今

後
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
豊
津
地
区
の
寺
子
屋
及

び
祓
郷
あ
そ
び
の
広
場
の
閉

所
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
よ

り
児
童
は
ど
こ
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
行
く
の
か
。

子
育
て
・
健
康
支
援
課
長
　

す
ど
り
の
里
で
お
こ
な
っ
て

い
る
児
童
ク
ラ
ブ
で
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
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問問

問問

問問

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利
便

性
向
上
を

あいのりタクシー

平
和
で
こ
そ

　
　
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
策
定
の
進
捗
状
況

は
。

町
長
　
全
体
構
想
は
、令
和

４
年
度
に
基
本
構
想
・
５
年

度
に
基
本
計
画
・
６
年
度
に

実
施
計
画
の
策
定
予
定
。

様
々
な
デ
ー
タ
な
ど
に
基
づ

い
た
社
会
変
化
を
予
測
し
、

こ
れ
ま
で
集
め
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
基
に
、基
本
計
画

を
ま
と
め
て
い
く
。

　
　
小
中
学
校
の
再
編
、中

学
校
の
統
合
計
画
に
つ
い
て

具
体
的
に
は
、グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
待
っ
て
と
い
う
回

答
で
あ
っ
た
が
。

教
育
長
　
小
中
学
校
の
再
編

に
つ
い
て
は
、３
月
議
会
の
町

長
施
政
方
針
で
、グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
適
切

な
学
校
配
置
、学
校
規
模
を

考
慮
し
て
整
備
計
画
を
推
進

す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
の
維
持
管
理

計
画
は
ど
う
か
。

町
長
　
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

重
要
な
施
設
に
つ
い
て
、住
民

の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
、専
門
家

の
意
見
等
を
含
め
検
討
し
、

各
施
設
の
機
能
や
連
携
、公

共
施
設
跡
地
利
用
方
針
な
ど

の
方
向
性
を
基
本
計
画
の
中

で
示
し
て
い
く
。

　
　
苦
情
と
も
う
少
し
使
い

勝
手
を
良
く
し
て
ほ
し
い
要

望
等
が
あ
る
。

町
長
　
地
域
公
共
交
通
会
議

を
通
し
、事
業
者
、利
用
者
の

意
見
を
伺
い
、便
数
の
拡
充

や
予
約
の
受
付
時
間
の
短
縮

な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努

め
、よ
り
よ
い
制
度
を
目
指

し
て
い
く
。

　
　
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の

料
金
一
律
化
に
つ
い
て
と
高

齢
者
福
祉
乗
車
券
の
配
布

で
、お
出
か
け
支
援
を
提
案

す
る
。

町
長
　
利
用
状
況
や
町
の
財

政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
検
討

を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事

故
後
、米
軍
は
12
月
６
日
に

機
体
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ

る
可
能
性
が
あ
る
と
発
表
を

し
た
後
す
ぐ
の
日
米
共
同
訓

練
で
あ
る
。

　
呰
見
に
は
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト

ミ
サ
イ
ル
、迎
撃
用
ミ
サ
イ
ル

が
配
備
さ
れ
て
い
る
。

　
南
西
地
域
の
ミ
サ
イ
ル
配

備
な
ど
、軍
事
力
に
よ
る
抑

止
で
は
な
く
、外
交
と
対
話
に

よ
る
平
和
の
構
築
に
こ
そ
、積

極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
日

米
共
同
訓
練
で
あ
り
、町
長

に
問
う
。

町
長
　
12
月
５
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
築
城
基
地
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
日
米
共
同
訓

練
は
、11
月
22
日
に
九
州
防

衛
局
よ
り
説
明
を
受
け
、緊

急
時
を
除
き
土
日
や
早
朝
、

深
夜
の
飛
行
は
お
こ
な
わ
な

い
方
針
で
あ
る
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

グランドデザインの中で
整備計画を推進する

小中学校再編について

熊谷 みえ子 議員
くま　がい　　 み　 え　 こ

動画はこちら

問

答基本計画策定中

石松 雄太 議員
いし　まつ　 ゆう　た

動画はこちら

問

答

問問問

問問問

問問

グランドデザイン進捗状況について

障
が
い
者
福
祉
行
政
に
つ
い
て

基
地
対
策
に
つ
い
て

みやこ町グランドデザイン基本構想

築城基地日米共同訓練中のF-35

　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

状
況
に
つ
い
て
。

行
政
経
営
課
長
　
９
月
、１

回
目
の
参
加
者
は
24
人
。11

月
、２
回
目
の
参
加
者
は
19

人
。

　
　
全
世
帯
に
対
し
て
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
配
布
や
、役
場
内
に
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
を

記
入
で
き
る
ブ
ー
ス
の
設
置

は
出
来
な
い
か
。

町
長
　
こ
の
よ
う
な
取
組

は
、や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　「
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
、生
涯
に

わ
た
り
夢
を
か
な
え
ら
れ
る

学
び
の
場
と
し
て
図
書
館
を

充
実
さ
せ
る
」と
町
長
の
公

約
に
あ
る
が
、気
持
ち
に
変

わ
り
は
な
い
か
。

町
長
　
思
い
は
全
然
変
わ
っ

て
い
な
い
。
現
在
、
策
を
練
っ

て
い
る
最
中
で
あ
る
。

　
　
聴
覚
障
が
い
者
の
人
数

は
。

子
育
て
・
健
康
支
援
課
長
　

障
が
い
者
の
手
帳
を
所
有
さ

れ
て
い
る
か
た
は
、10
月
末
現

在
で
９
４
９
人
。聴
覚
障
が
い

を
お
持
ち
の
か
た
は
77
人
。

　
　
福
岡
県
で
は
、令
和
５

年
４
月
か
ら
福
岡
県
手
話
言

語
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い

る
。
本
町
の
方
向
性
に
つ
い

て
お
聞
き
す
る
。

町
長
　
近
隣
市
町
の
状
況
や

そ
の
内
容
、町
の
状
況
も
鑑

み
て
精
査
し
て
い
き
た
い
。

　
　
調
整
交
付
金
、再
編
交

付
金
が
い
く
ら
交
付
さ
れ
て

い
る
の
か
。

行
政
経
営
課
長
　
特
定
防
衛

施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

約
１
億
３
０
０
０
万
円
、再

編
関
連
訓
練
移
転
等
交
付
金

約
６
７
０
０
万
円
。

　
　
交
付
金
の
使
用
条
件
に

つ
い
て
。

行
政
経
営
課
長
　
公
共
施
設

等
の
整
備
、住
民
の
生
活
利

便
性
の
向
上
及
び
産
業
の
振

興
に
寄
与
す
る
事
業
な
ど
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
騒
音
被
害
を
受
け
て
い

る
10
区
に
対
す
る
基
金
の
設

立
を
求
め
る
。

町
長
　
基
金
に
対
す
る
制
約

が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
何
と
か

動
か
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
、き
ち
ん

と
目
標
を
定
め
、国
や
防
衛

局
へ
要
望
に
行
く
よ
う
副
町

長
を
は
じ
め
関
係
課
に
指
示

を
出
し
て
い
る
。
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問問

問問

問問

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利
便

性
向
上
を

あいのりタクシー

平
和
で
こ
そ

　
　
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
策
定
の
進
捗
状
況

は
。

町
長
　
全
体
構
想
は
、令
和

４
年
度
に
基
本
構
想
・
５
年

度
に
基
本
計
画
・
６
年
度
に

実
施
計
画
の
策
定
予
定
。

様
々
な
デ
ー
タ
な
ど
に
基
づ

い
た
社
会
変
化
を
予
測
し
、

こ
れ
ま
で
集
め
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
基
に
、基
本
計
画

を
ま
と
め
て
い
く
。

　
　
小
中
学
校
の
再
編
、中

学
校
の
統
合
計
画
に
つ
い
て

具
体
的
に
は
、グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
待
っ
て
と
い
う
回

答
で
あ
っ
た
が
。

教
育
長
　
小
中
学
校
の
再
編

に
つ
い
て
は
、３
月
議
会
の
町

長
施
政
方
針
で
、グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
適
切

な
学
校
配
置
、学
校
規
模
を

考
慮
し
て
整
備
計
画
を
推
進

す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
の
維
持
管
理

計
画
は
ど
う
か
。

町
長
　
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

重
要
な
施
設
に
つ
い
て
、住
民

の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
、専
門
家

の
意
見
等
を
含
め
検
討
し
、

各
施
設
の
機
能
や
連
携
、公

共
施
設
跡
地
利
用
方
針
な
ど

の
方
向
性
を
基
本
計
画
の
中

で
示
し
て
い
く
。

　
　
苦
情
と
も
う
少
し
使
い

勝
手
を
良
く
し
て
ほ
し
い
要

望
等
が
あ
る
。

町
長
　
地
域
公
共
交
通
会
議

を
通
し
、事
業
者
、利
用
者
の

意
見
を
伺
い
、便
数
の
拡
充

や
予
約
の
受
付
時
間
の
短
縮

な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努

め
、よ
り
よ
い
制
度
を
目
指

し
て
い
く
。

　
　
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の

料
金
一
律
化
に
つ
い
て
と
高

齢
者
福
祉
乗
車
券
の
配
布

で
、お
出
か
け
支
援
を
提
案

す
る
。

町
長
　
利
用
状
況
や
町
の
財

政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
検
討

を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事

故
後
、米
軍
は
12
月
６
日
に

機
体
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ

る
可
能
性
が
あ
る
と
発
表
を

し
た
後
す
ぐ
の
日
米
共
同
訓

練
で
あ
る
。

　
呰
見
に
は
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト

ミ
サ
イ
ル
、迎
撃
用
ミ
サ
イ
ル

が
配
備
さ
れ
て
い
る
。

　
南
西
地
域
の
ミ
サ
イ
ル
配

備
な
ど
、軍
事
力
に
よ
る
抑

止
で
は
な
く
、外
交
と
対
話
に

よ
る
平
和
の
構
築
に
こ
そ
、積

極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
日

米
共
同
訓
練
で
あ
り
、町
長

に
問
う
。

町
長
　
12
月
５
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
築
城
基
地
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
日
米
共
同
訓

練
は
、11
月
22
日
に
九
州
防

衛
局
よ
り
説
明
を
受
け
、緊

急
時
を
除
き
土
日
や
早
朝
、

深
夜
の
飛
行
は
お
こ
な
わ
な

い
方
針
で
あ
る
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

グランドデザインの中で
整備計画を推進する

小中学校再編について

熊谷 みえ子 議員
くま　がい　　 み　 え　 こ

動画はこちら

問

答基本計画策定中

石松 雄太 議員
いし　まつ　 ゆう　た

動画はこちら

問

答

問問問

問問問

問問

グランドデザイン進捗状況について

障
が
い
者
福
祉
行
政
に
つ
い
て

基
地
対
策
に
つ
い
て

みやこ町グランドデザイン基本構想

築城基地日米共同訓練中のF-35

　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

状
況
に
つ
い
て
。

行
政
経
営
課
長
　
９
月
、１

回
目
の
参
加
者
は
24
人
。11

月
、２
回
目
の
参
加
者
は
19

人
。

　
　
全
世
帯
に
対
し
て
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
配
布
や
、役
場
内
に
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
を

記
入
で
き
る
ブ
ー
ス
の
設
置

は
出
来
な
い
か
。

町
長
　
こ
の
よ
う
な
取
組

は
、や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　「
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
、生
涯
に

わ
た
り
夢
を
か
な
え
ら
れ
る

学
び
の
場
と
し
て
図
書
館
を

充
実
さ
せ
る
」と
町
長
の
公

約
に
あ
る
が
、気
持
ち
に
変

わ
り
は
な
い
か
。

町
長
　
思
い
は
全
然
変
わ
っ

て
い
な
い
。
現
在
、
策
を
練
っ

て
い
る
最
中
で
あ
る
。

　
　
聴
覚
障
が
い
者
の
人
数

は
。

子
育
て
・
健
康
支
援
課
長
　

障
が
い
者
の
手
帳
を
所
有
さ

れ
て
い
る
か
た
は
、10
月
末
現

在
で
９
４
９
人
。聴
覚
障
が
い

を
お
持
ち
の
か
た
は
77
人
。

　
　
福
岡
県
で
は
、令
和
５

年
４
月
か
ら
福
岡
県
手
話
言

語
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い

る
。
本
町
の
方
向
性
に
つ
い

て
お
聞
き
す
る
。

町
長
　
近
隣
市
町
の
状
況
や

そ
の
内
容
、町
の
状
況
も
鑑

み
て
精
査
し
て
い
き
た
い
。

　
　
調
整
交
付
金
、再
編
交

付
金
が
い
く
ら
交
付
さ
れ
て

い
る
の
か
。

行
政
経
営
課
長
　
特
定
防
衛

施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

約
１
億
３
０
０
０
万
円
、再

編
関
連
訓
練
移
転
等
交
付
金

約
６
７
０
０
万
円
。

　
　
交
付
金
の
使
用
条
件
に

つ
い
て
。

行
政
経
営
課
長
　
公
共
施
設

等
の
整
備
、住
民
の
生
活
利

便
性
の
向
上
及
び
産
業
の
振

興
に
寄
与
す
る
事
業
な
ど
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
騒
音
被
害
を
受
け
て
い

る
10
区
に
対
す
る
基
金
の
設

立
を
求
め
る
。

町
長
　
基
金
に
対
す
る
制
約

が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
何
と
か

動
か
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
、き
ち
ん

と
目
標
を
定
め
、国
や
防
衛

局
へ
要
望
に
行
く
よ
う
副
町

長
を
は
じ
め
関
係
課
に
指
示

を
出
し
て
い
る
。
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12月４日から15日までの会期で開催された12月定例会に祓郷小学校（11人）と犀川小学校（17人）の　　            　　　　　      ６年生の子どもたちが傍聴に来ました。子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。
感想文を頂きましたので、少しですが、ご紹介いたします。

考える子どもたち！

☆一番心に残っているのは、イノシ

シやシカなどの害じゅうの対さくに

ついてです。中でも害じゅうを市民

がほかく、くじょした場合にはほじょ

金がもらえるということにとてもお

どろきました。

☆議会傍聴を通じて感じたことは、

議会に参加しているみなさんがす

ごいと思いました。理由は、みやこ

町の人のために１個の議題でみな

さんが１時間もの時間をかけて考

えてくれているからです。議会で話

したことでみやこ町がもっと幸せに

なったらいいと思いました。

☆議会をぼう聴してみて「こういうところがみやこ町

の課題なんだな」、「直していきたいな」と思いました。

☆長い時間をかけて、防災や農業についてたくさん意

見を出し合ってすごいと思いました。

☆議会を傍聴して感じたことは、みやこ町がたくさんの

課題をかかえていること、それにこの課題をかいけつす

るためにたくさんの人が動いている

ということです。

☆学校の学級会とはちがって、1 人の議員が 60 分間

意見を言ったり、質問していて「すごく長い時間会議

をしていてすごいな」と感じました。給食のことや害

獣のことなど話し合っていることがはばひろくて「みや

こ町のこと、全部この会議で決まっているんだな」と

改めて感じました。

祓郷小学校６年生　議場にて

地域の将来を
～祓郷小学校・犀川小学校の児童が議会を傍聴～

12月４日から15日までの会期で開催された12月定例会に祓郷小学校（11人）と犀川小学校（17人）の　　            　　　　　      ６年生の子どもたちが傍聴に来ました。子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。
感想文を頂きましたので、少しですが、ご紹介いたします。

犀川小学校６年生　議場にて
☆最初はテレビも本物もどれも同じじゃんと

思っていましたが、全然ちがって、はく力があ

り、おどろきました。声の大きさや手を挙げて

いて、大人たちが真剣に取り組んでいるよう

すがよく伝わりました。内容は、内田町長が

言っていたように、議員たちだけが政治を行

なうのではなくて、住民も政治に参加するこ

とが大切だと言っていました。

☆議会が始まるときに皆さん急に静かにな

られて真剣さがすごかったです。そして、一

人一人の話をする時間がながくとてもみやこ

町の人々の生活を良くしようとする皆さんの

背中がかっこよかったです。

☆町人や町のことを第一に話していて、真剣

に話し合ってくれているなと思いました。あ

と、意見や質問などをしたあとに一回もはく

しゅがないことにびっくりしました。

☆質問をしてそれに対する答えを出してまた

質問して答えてのくりかえしを 60 分間も続け

られることがとてもすごいと思いました。

☆部屋に入る前、出る前、発表する前など、

必ず一礼をしていてビックリしました。

☆今勉強をがんばって、将来の夢に向かって

がんばっていこうと今日を通して思いました。

☆町のために１時間くらいの長い時間しん

議されていたのがすごくうれしく思いました。

今日、いろいろな難しい言葉が飛びかってい

たけれど、ふんいきがとてもしんけんにして

いたのがすごいなと感じました。
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12月４日から15日までの会期で開催された12月定例会に祓郷小学校（11人）と犀川小学校（17人）の　　            　　　　　      ６年生の子どもたちが傍聴に来ました。子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。
感想文を頂きましたので、少しですが、ご紹介いたします。

考える子どもたち！

☆一番心に残っているのは、イノシ

シやシカなどの害じゅうの対さくに

ついてです。中でも害じゅうを市民

がほかく、くじょした場合にはほじょ

金がもらえるということにとてもお

どろきました。

☆議会傍聴を通じて感じたことは、

議会に参加しているみなさんがす

ごいと思いました。理由は、みやこ

町の人のために１個の議題でみな

さんが１時間もの時間をかけて考

えてくれているからです。議会で話

したことでみやこ町がもっと幸せに

なったらいいと思いました。

☆議会をぼう聴してみて「こういうところがみやこ町

の課題なんだな」、「直していきたいな」と思いました。

☆長い時間をかけて、防災や農業についてたくさん意

見を出し合ってすごいと思いました。

☆議会を傍聴して感じたことは、みやこ町がたくさんの

課題をかかえていること、それにこの課題をかいけつす

るためにたくさんの人が動いている

ということです。

☆学校の学級会とはちがって、1 人の議員が 60 分間

意見を言ったり、質問していて「すごく長い時間会議

をしていてすごいな」と感じました。給食のことや害

獣のことなど話し合っていることがはばひろくて「みや

こ町のこと、全部この会議で決まっているんだな」と

改めて感じました。

祓郷小学校６年生　議場にて

地域の将来を
～祓郷小学校・犀川小学校の児童が議会を傍聴～

12月４日から15日までの会期で開催された12月定例会に祓郷小学校（11人）と犀川小学校（17人）の　　            　　　　　      ６年生の子どもたちが傍聴に来ました。子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。
感想文を頂きましたので、少しですが、ご紹介いたします。

犀川小学校６年生　議場にて
☆最初はテレビも本物もどれも同じじゃんと

思っていましたが、全然ちがって、はく力があ

り、おどろきました。声の大きさや手を挙げて

いて、大人たちが真剣に取り組んでいるよう

すがよく伝わりました。内容は、内田町長が

言っていたように、議員たちだけが政治を行

なうのではなくて、住民も政治に参加するこ

とが大切だと言っていました。

☆議会が始まるときに皆さん急に静かにな

られて真剣さがすごかったです。そして、一

人一人の話をする時間がながくとてもみやこ

町の人々の生活を良くしようとする皆さんの

背中がかっこよかったです。

☆町人や町のことを第一に話していて、真剣

に話し合ってくれているなと思いました。あ

と、意見や質問などをしたあとに一回もはく

しゅがないことにびっくりしました。

☆質問をしてそれに対する答えを出してまた

質問して答えてのくりかえしを 60 分間も続け

られることがとてもすごいと思いました。

☆部屋に入る前、出る前、発表する前など、

必ず一礼をしていてビックリしました。

☆今勉強をがんばって、将来の夢に向かって

がんばっていこうと今日を通して思いました。

☆町のために１時間くらいの長い時間しん

議されていたのがすごくうれしく思いました。

今日、いろいろな難しい言葉が飛びかってい

たけれど、ふんいきがとてもしんけんにして

いたのがすごいなと感じました。
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田
　
中
　
勝
　
馬

編
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後
記

　
冒
頭
に
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
災

者
の
方
へ
、心
か
ら
お
見
舞
い
と
お
悔
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
議
会
議
員
選
挙
に
挑
戦
し
、

お
か
げ
で
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
、議
員

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。同
時
に
議
会

広
報
特
別
委
員
会
の一員
と
な
り
ま
し
た
。

目
的
は
町
民
の
皆
様
へ
議
会
活
動
を
伝

え
、大
切
な
事
を
共
有
で
き
た
ら
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
世
界
で
は
悲
惨
な
戦
争
が
起
こって
お

り
、国
内
で
は
政
治
不
信
が
増
し
、乱
世

の
年
初
め
と
な
り
ま
し
た
。今
年
も
緊
張

を
伴
う
１
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
身
近
な
問
題
か
ら
町
民
の
皆
様
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、努
力
す
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

柿
野
　
直
子

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

二
十
歳
と
い
う
人
生
の
大
き
な
節
目
の
中

で
、こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ゆ
く
社
会
を
ど

の
よ
う
な
夢
や
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
べ

き
か
を
考
え
る
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い

た
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
、コ
ロ
ナ
や
戦
争
と
い
っ
た
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
中
で
、私
を
元
気
に
し
て
く
れ

た
の
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
や
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
凄
ま
じ

い
活
躍
を
さ
れ
た
大
谷
翔
平
選
手
で
し
た
。関

心
を
持
っ
た
の
は
、大
谷
選
手
が
学
校
に
グ

ロ
ー
ブ
を
寄
付
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。大
谷

選
手
は
右
投
げ
用
２
個
、そ
し
て
左
投
げ
用
１

個
の
グ
ロ
ー
ブ
を
用
意
し
て
い
ま
し
た
。野
球

で
は
右
投
げ
の
選
手
が
多
い
で
す
が
、数
少
な

い
左
投
げ
の
選
手
の
事
ま
で
考
え
る
思
い
や
り

を
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。私
自
身
左
投

げ
な
の
で
、特
別
嬉
し
く
感

じ
ま
し
た
。

私
は
、小
学
生
の
頃
か
ら

好
奇
心
旺
盛
で
、様
々
な
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し

た
。今
と
な
っ
て
は
野
球
一
筋

で
す
が
、ダ
ン
ス
、水
泳
、書

道
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
き
ま

し
た
。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
、自

分
を
表
現
す
る
力
、き
つ
く

て
も
ト
ラ
イ
す
る
力
な
ど
、

様
々
な
力
が
身
に
つ
い
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。自
分
と
の

勝
負
に
勝
っ
た
時
の
達
成

感
、自
己
成
長
を
感
じ
た
時

の
嬉
し
さ
な
ど
を
体
験
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。今
ま

で
の
様
々
な
経
験
が
今
の
自

分
を
形
成
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

成
功
も
失
敗
も
含
め
、た

く
さ
ん
の
経
験
の
引
き
出
し
を
、我
が
ふ
る
さ

と
み
や
こ
町
で
作
っ
て
き
ま
し
た
。小
学
生
か

ら
始
め
た
早
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、地
域
の
方
々
の

声
掛
け
の
お
か
げ
で
、地
元
を
離
れ
る
ま
で
続

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。大
谷
選
手
に
は
及

ば
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、私
も
将

来
、み
や
こ
町
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の

経
験
の
引
き
出
し
を
作
れ
る
よ
う
に
、自
分
に

で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
こ
の
感
激
を
胸
に
刻
み
、責
任
と
誇

り
を
持
ち
、世
の
中
に
貢
献
で
き
る
立
派
な
大

人
に
な
る
こ
と
を
誓
い
、「
誓
い
の
言
葉
」と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年一月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
　
中
原
　
凌

誓
い
の

言
葉
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